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マイクロナノバイオデバイスによって惹起される腫瘍自己組
織化誘導の条件検討

繁富香織 北海道大学

本研究では、動物試験の全部、または一部を代替できる組織を模擬した試験系
の構築を目指し、腫瘍を模擬したモデル形成できるマイクロナノバイオデバイス
の開発を目的とした。微小腫瘍の自己組織化が誘導可能なパターンの基板の
最適な作製条件検討をおこなった。また、細胞の培養条件による細胞から組織
への最適な培養条件を検討した。その結果、企業ニーズに応えられる異なる種
類の基板の作製が可能になり、短時間かつ安価で大量に基板を生産する条件
が得られた。さらに、基板条件による腫瘍組織形成の違いがわかり、病理サン
プルと比較することで、より生体に近い腫瘍組織の条件を理解することができ
た。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
にがん組織を再現するマイクロナノバイオデバイスを開発し、基板の材質、表面
粗さ、パターンデザインの検討を行い、より生体に近い腫瘍組織形成の条件の
検討を行い、96 well プレートの試作を行ったことは顕著な成果である。技術移
転の観点からは、プレートの量産化について製造メーカー複数社と共同研究の
打ち合わせに着手し、さらにがん研究での実証についても共同研究を立ち上げ
ており、様々な研究開発への応用可能性が高まった。今後は、これまでにない
試験系を提供できる技術であることから、社会実装を進めるためにはさらに基
礎データを積み上げていくこと、および、継続的に幅広い分野にアプローチをし
ていくことが期待される。

細胞凝集塊形成-回収に向けたイカ由来β-キチンコート培
養容器と回収法の開発

戸谷一英
一関工業高
等専門学校

β-キチンナノファイバー（NF）をプラスチックシャーレに噴霧塗布、乾燥する方
法を確立し、細胞接着性を調査した。未塗布シャーレでは細胞（HeLa細胞）は
シャーレに接着して増殖したが、NF塗布シャーレでは細胞は接着せず浮遊ス
フェロイドの状態で増殖し、NFは細胞接着を阻害することが明らかになった。NF
に細胞外マトリックスの一種であるコラーゲン（Coll）を重層、あるいは混合塗布
したColl/NFコンポジット塗布シャーレは細胞接着性が著しく回復した。Coll/NF
シャーレに接着した細胞はキチン分解酵素によりスフェロイドとして遊離した。今
後、Coll/NFシャーレにおける細胞形態変化や、細胞回収条件を検討する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に課
題目標４項目については、ほぼ目標達成されたことは評価でき、技術移転の観
点からもほぼ満足できる結果となった。今後は、「Society5.0」に向けた次世代新
技術実証検証ラボ（ヘルステックイノベーションハブ）を設立、「細胞培養ならび
に再生医療機器ソリューション事業」を立ち上げにより、大学・高専・スタートアッ
プ企業・地方自治体・内閣府・文部科学省・経済産業省との連携を強化すること
により、実用化の可能性が高まることを期待する。

長寿命型オゾン微細気泡/気泡保持材による養殖水脱色シ
ステムの開発

渡邊崇
一関工業高
等専門学校

本研究開発では脱色のツールとしてオゾンを使い，長寿命型微細気泡/気泡保
持材の技術と組み合わせることで，低コストかつ生物に無害な飼育水の脱色シ
ステムを構築することを目標とした。(1)オゾン微細気泡の寿命が長寿命となる
気泡径と発生条件を決定，(2)オゾン脱色槽を搭載した300 L陸上養殖システム
を構築，(2)のシステムを使い，(3)養殖槽内オゾン濃度が0.01 mg/L以下となる
最大オゾン供給量と，(4)モデル着色飼育水における脱色が，10時間以内で完
了する最低オゾン供給量を明らかにし，オゾン発生に伴うコスト（供給量・稼動
率）についても従来の30％・20％に大幅削減することに成功した。さらにニジマ
スを魚種に(5)最適条件の下，効果と安全性の実証試験を行い，開始時と全く同
じ透明度を確保しながら，魚の生存率・成長率及び生物ろ過効率について良好
な知見を得ることができた。今後，魚種をヤイトハタに変更し，高生物密度下で
の検証を行う予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に
ニーズ元企業課題3項目の①高効率、②生物に無害、③低コストに対し、ほぼ
満足出来る結果を得ることができた。また追加成果としても１件の知見を得たこ
とは評価できる。技術移転の観点からは、課題3項目についてほぼ満足できる
結果から、現状の閉鎖循環式陸上養殖に導入できる、オゾン飼育水脱色システ
ムの開発を概ね実施できたことにより、実用化が期待できる。少子高齢化，労
働力不足，食糧問題，海洋汚染に対応した新しいスタイルの陸上養殖の普及に
つながり、社会的・経済的な波及効果の創出に期待できる。

着磁磁場より強い磁場を持続的に発生できるハイブリッド型
超電導バルク磁石レンズの開発

藤代博之 岩手大学

超電導バルク円筒による「磁束ピン止め効果」と超電導バルクレンズによる「磁
気収束効果」を組み合わせ、着磁磁場より強磁場を持続的に発生する新しいハ
イブリッド型超電導バルク磁石レンズ（HTFML）の最適設計、及び原理検証実験
を行った。MgB2系バルク円筒とREBaCuOバルクレンズを用いて、着磁磁場2.0

Tにより3.55 Tの磁場を持続的に発生できることを実験的に確認した。また、
REBaCuOバルクによる円筒とレンズを１台の冷却ステージ上にセットし、さらに
強磁場を持続的に発生させる方法も考案した。HTFMLは水滴の安定浮上が可
能な非常に大きな磁気力場を発生することができ、医薬用タンパク質分離等へ
の応用可能性が明らかになった。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転に繋がる可能性が高まった。特に検
討項目については、ほぼ目標を達成した。但し一部目標に達しない内容もあっ
たが、この原因を把握しており、次への展開には問題ない。当初ＮＭＲへの展開
を検討していたが、磁場勾配を活用することにより、環境・エネルギー・医療など
の分野における「物質の分離・精製」については期待が持てる。また、「電子・イ
オンビーム収束」などの計測・高エネルギー物理分野への可能性も期待でき
る。今後は、実用化を目指し、ＪＳＴ主催の新技術説明会、イノベーションジャパ
ンなどへの展開により、新たな企業連携も可能性がある。

人工知能型フィードバック制御を実装した革新的高速・高信
頼性・高バランス静電気除去装置の開発

高橋克幸 岩手大学

本研究では①除電空間における空気イオン挙動の解析、②人工知能アルゴリ
ズムの実装とフィードバック制御方式の評価と最適化、③フィードバック制御型
静電気除去システムの試作の3段階に分け順に実施した。その結果、除電にお
いては250～1000Hzの周波数が最も適しており、フィードバック制御において
は、即応性が高い周波数である1kHzとした。また、人工知能アルゴリズムの実
装とフィードバック制御方式のシステムを設計し、実現可能性を示した。これに
より飛躍的な除電速度の向上と高効率化を実現した。本成果により、よりこれま
で導入が難しかった静電気管理現場へ、早い段階で導入が期待できる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に課
題目標３項目については、ほぼ満足できる結果を得たこと、また、従来の除電
速度より数倍速くできたことは評価できる。技術移転の観点からは、課題目標３
項目についてほぼ目標を達成したことにより、事業化へ大きく前進できた。ま
た、本技術が新しい事業展開の基盤になったことにより、あらたな波及効果が
期待できる。今後は人工知能アルゴリズムにおいて、さらなる検討項目があると
思われるので、今後とも研究を継続していくことを期待する。

リチウムイオン内包フラーレン超分子を利用した超高感度・
高選択性分子センサー

權垠相 東北大学

リチウムイオン内包フラーレンと色素の超分子を用いた高感度・高選択性を有
する分子センサーの開発に向けて、検出対象物質のエネルギー順位に合わせ
た色素群を分子軌道計算により探索し、3種類の色素を選定した。選定した化
合物の化学合成に成功し、各種分光法により構造の同定を行った。そして、合
成色素とリチウムイオン内包フラーレンの溶液に電場を印加し、電気泳動によ
り、超分子錯形成とセンサー電極の同時作製にも成功した。さらに、作製したセ
ンサー電極を用いて検出対象物質に対する感度を測定し、その検出限度は１
ppmと高感度を実現した。また、検出対象物質の種類を変えてその選択性も確
認した。今後、さらに高感度化を行い、様々な原因物質についてデータを蓄積
する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。リチウ
ムイオン内包フラーレンと色素の超分子を用いた高感度・高選択性を有する分
子センサーの開発で、理論計算から3種類の色素を選定し、その色素を用いた
センサー電極の特定は概ね目標値を達成した。検出対象物質に対する感度測
定から検出限度が1ppmと高感度を示したたことは評価できる。技術移転の観点
から、本センサの実装に向けた開発を進め、実用化が望まれる。

高効率薬物副作用評価のための微細孔アレイ型チップの
開発

但木大介 東北大学

本研究では、高効率薬物副作用評価のための微細孔アレイ型チップの開発を
遂行し、その作製法の確立に成功した。具体的には、微細加工プロセスの最適
化により、再現性及び均一性に優れた縁部先端構造を有する多数の微細孔を1
つのチップ上へ搭載可能となり、高水準の作製歩留まりの獲得に成功した。薬
物副作用センサの開発過程において、多数の微細孔への自立脂質二分子膜
の一律形成において課題が生じたため、センサとしての機能性検証までには至
らなかったが、今後の課題克服対策の実施により、高効率薬物副作用評価系
の構築に向けた研究の着実な推進が期待される。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に微
細加工プロセスの最適化により微細孔縁部先端構造の高精度な制御が可能と
なったこと、更に、アレイチップの作製では、歩留まりを大幅に向上するための
プロセス条件を見出したことは評価できる。技術移転の観点からは、アレイ型
チップへの自立二分子膜形成の実証確認とイオンチャンネリングセンサとして
の機能性を検証することで実用化に向けてステップアップすることが望まれる。
今後、環境・医療分野において微粒子を検出する次世代センサとして実用化さ
れることを期待する。

高感度薄膜磁界センサにより10^2(CFU/ml)台の感度を有
する微生物検出システムの開発

藪上信 東北大学

本プロジェクトでは高感度薄膜磁界センサにより食品製造、第一次産業等への
適用を目指した微生物検出システムの開発を目的とする。抗体添加の磁性ナノ
粒子と微生物との抗原抗体反応を利用し、磁性ナノ粒子へスイッチ磁界を印加
した際の磁気的応答性を評価することで、微生物の濃度等を計測するシステム

を開発した。（1）最も普及している微生物検出方法であるPCRに匹敵する10
2

(CFU/ml)台の微生物検出に成功した。（2）抗体添付磁性ナノ粒子と微生物との
抗原抗体反応後は洗浄工程等が不要で、サンプル採取後そのまま検査できる
ことを示した。（3）モデル細菌、食中毒関連菌（黄色ブドウ球菌、サルモネラ
菌）、真菌（カンジダ菌）について低濃度培養菌の定量検出に成功した。（4）不
純物、化学物質等が含まれる唾液中の微生物の定量検出に成功した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。抗体
添加の磁性ナノ粒子の微生物との抗原抗体反応による変化をスイッチ磁界を
印加した際の磁気的応答性を高感度薄膜磁界センサを用いて評価することで、
微生物の濃度等を計測するシステムを開発した。研究開発数値目標全て達成
した。特にモデル細菌、食中毒関連菌（黄色ブドウ球菌、サルモネラ菌）、真菌
（カンジダ菌）について低濃度培養菌で定量検出の可能性を示した点に関して
は評価できる。技術移転の観点からは、これらの細菌について食品衛生法の基
準よりも一桁以上低濃度まで対応できる可能性が見出され、実用化が望まれ
る。

MEMS用超高性能単結晶PZT系薄膜の量産化と高信頼性
付与に関する研究

吉田慎哉 東北大学

開発項目の一つである「バッファ層および単結晶PZTの大口径ウエハへのス
パッタ成膜技術の確立」では，PZTの結晶品質に関しては目標を達成した。バッ
ファ層とPZTの膜厚均一性においては， 4inchウェハにおいては目標に近い値
を達成できた。PZTの性能指数は目標値をやや下回ったが，既存のものに比べ
て2倍の指数を達成した。開発項目「単結晶PZT系薄膜の電流リーク・低絶縁耐
性の解明と対策技術の開発」では，その問題となる原因を突き止め，新たな成
膜手法を採用することで目標を上回る絶縁耐性を達成した。そして，事業化
フェーズに移すべく，新たな成膜装置の共同開発を開始した。申請者のシーズ
の社会実装は順調に進行している。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
高いＰＺＴ結晶品質を表すＸ線回折の半値幅、並びに単結晶ＰＺＴ薄膜について
高い絶縁耐性が得られたこと、実験室レベルにおける絶縁耐性の問題の原因
を明らかにしたことついて評価できる。技術移転の観点から、バッファ層の膜厚
の均一性並びに単結晶ＰＺＴの性能指数については実用化に向けて更なる共
同研究を継続することが望まれる。今後は、次のステップの装置開発に注力さ
れると共に、本開発した高性能圧電センサが次世代の情報通信、ＩｏＴ、車載分
野等に活用されることを期待する。

安定縦モードホップパルス列レーザーを用いたリファレンス
フリー・瞬時ガス検出法の開発

瀧田佑馬
理化学研究
所

本研究は，近接2波長間で自己切替発振する独自の安定縦モードホップパルス
列レーザーに対して，テラヘルツ光への波長変換技術を駆使し，リファレンスフ
リー・瞬時ガス検出法の開発を目指している．本研究開発を通じて，独自レー
ザーの安定駆動条件，テラヘルツ光への波長変換技術，および，テラヘルツ光
の高速計測技術，を確立することに成功した．そして，サンプルガスを用いた原
理実証実験の結果，レーザーの繰り返し周波数50 Hzに対応して，機械的・電気
的変調なしガス分子の差分吸収信号を瞬時に取得可能であることを示した．今
後は，独自レーザーを用いたテラヘルツ帯瞬時差分吸収計測に基づくガスセン
シング装置のプロトタイプ開発を行う予定である．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
当初の目標が全て達成され、リファレンスフリー・瞬時ガス検出装置の設計が原
理的に可能であることが確認されたことは評価できる。技術移転の観点からプ
ロトタイプの可搬型の小型ガスセンシング装置の開発やガスセンシング計測の
実フィールドレベルでの実証実験など実用化に向けた積極的な共同研究を継
続することが望まれる。今後は、次世代センサとしての詳細な市場調査を行い、
瞬時に正確に特定のガス種を検出する多くの分野で活用されることが期待され
る。

人工地盤材として安全に使用できる石炭灰の簡便な判別法
の開発と，安全に使用できない石炭灰の有効活用法の検
討

小川泰正 秋田大学

石炭灰，石膏，セメントから人工地盤材を合成することで，有害成分（ホウ素，ヒ
素，セレン，６価クロム）の溶出は著しく減少するが，ごく稀に，加工することでこ
れら有害元素成分が溶出する促進される場合がある．このような石炭灰の判別
法の開発を行い，現時点での確度は７０％である．人工地盤材に加工すること
で有害成分溶出が促進される安全に使用することができない石炭灰を含めて，
すべての石炭灰の有効利用を目指している．そのため，安全に使用することが
できない石炭灰と安全に使用できる石炭灰を適当な比率で混合して利用するこ
とを考えている．石炭灰判別法における石炭灰の分類は，混合石炭灰の組み
合わせにも応用できることを見出した．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に企
業のニーズを反映させながら研究を行い、判別法の見通しがたった。さらに判
別法を活用した混合石炭灰組み合わせにも反映出来ることを見出したことは評
価できる。これらの成果から技術移転の観点から実用化が見込まれるが、今回
の研究内容については、短期間での研究成果を生み出す研究内容ではないと
思われるので、大学、企業側とも継続的に研究開発が出来る信頼関係の構築
を行うことが期待される。
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新規液晶レンズを用いたリソグラフィ用露光装置におけるア
ライメントシステムの開発

河村希典 秋田大学

本研究の目的は、リソグラフィ用露光装置に搭載している位置合わせ装置に、
焦点距離を制御することが可能な液晶レンズを用いた新たなアライメント光学
系を構築することである。液晶レンズに印加する電圧によりレンズ特性を制御
することで拡大光学系の焦点距離の可変量を100µm程度変化させることがで
き、アライメント光学系に用いる焦点可変量（30µm～50µm）の数値目標を十分
カバーできることを実証した。また、フォトマスクのマーカサイズ7.7mm幅、空間
周波数(MTF)：120lp/mmで画像取得が可能となった。リソグラフィ用露光装置の
アライメント光学系に十分に搭載可能であり、機械的駆動部を必要としない焦点
可変制御システムを実現できることができた。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に研
究項目５項目全てで、ほぼ目標を達成できたことは評価できる。技術移転の観
点からは、経済産業省令和元年度地域中核企業ローカルイノベーション促進事
業「ＡＬＬ：All Japan Lighting Laboratory の創設・展開による秋田発新産業創出
事業」が採択になり、新たな企業連携の可能性と実用化の可能性が高まった。
今後は、液晶レンズを上市するための共同開発を実施できる光学部品、電子回
路設計、電子部品などのメーカーと新たな連携を推進することが期待される。

プロトン伝導性電解質薄膜を用いた低温（≦600℃）作動固
体酸化物形燃料電池（SOFC）の開発

内山潔
鶴岡工業高
等専門学校

本研究の目標は、600℃という低温で良好なSOFC発電特性を得ることであっ
た。その実現のため、電解質をサブミクロンオーダーにまで薄膜化し、電解質抵
抗の低減を図った。しかし、薄膜化により基板表面の凹凸等で電解質に欠陥が
発生し電極間の短絡する結果となった。そのため基板の平滑性向上や電解質
の厚膜化などを行ったが、短絡を解決するには至らなかった。しかし、本研究を
通じて解決するべき課題が明確になったため、現在、この問題を解決するべく、
自主的にこの課題に取り組んでいる。

当初期待していた成果までは得られず、技術移転につながる可能性は高まって
いない。
600℃以下で良好なSOFC発電特性を示しうる電解質の選定は進んだものの、
電解質の薄膜化は目標に達しなかった。ただし、解決すべき課題を明確にでき
たことは評価できる。見出された課題の解消に向けて、技術的検討やデータの
積み上げなどが必要と思われる。今後は、技術的検討により、目標達成に向け
諸課題の解消策を見出すことが望まれる。

堅さと繰り返し折り曲げ耐性をあわせもつ強靱光学フィルム
の開発

落合文吾 山形大学

高い引張弾性率、耐屈曲性、透明性を満たす繰り返しの折り曲げが可能な光学
フィルムの開発に成功した。90%以上が汎用アクリル系モノマーからなる組成物
の光硬化において、硬化条件を工夫することで、従来法よりも靱性と透明性を
共に向上させることができた。透湿性の低さも良好であり、電子デバイス等に用
いる屈曲性光学フィルムとしての応用の可能性を示すことができた。一方、非常
に高い耐屈曲性と形状記憶能から、他の用途への展開も期待できる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
非常に高いレベルの引張弾性率と高い繰り返し耐屈曲性を合わせもつ優れた
力学特性を有する材料の開発ができたこと、積極的に学会等で成果を発表した
ことに関しては評価できる。技術移転の観点からは、耐透湿性や長期耐光性、
フィルム形成のプロセスなどの課題に取組むことで早期実用化が期待される。
本開発材料は、非常に魅力的であり、新産業を生み出せる可能性が高く、社会
的波及効果が期待されるため今後、更なる共同研究に発展することが望まれ
る。

極小分子構造と大きなストークスシフトを持つ新規蛍光標
識試薬の開発

片桐洋史 山形大学

小さな分子構造と大きなストークスシフトを持つ蛍光色素群を開発した。これら
の蛍光色素は簡便な操作によって大量合成が可能で生体分子結合基を持ち、
温和な条件下アミノ基に対する高い反応性が認められた。また、周囲の環境に
よって変化しない蛍光波長と高い量子効率、ならびに高い耐光性といった特長
を有していることから実用性が高く、複雑な構造を持つ蛍光標識糖鎖や蛍光標
識ペプチド、ならびに一度に多くの情報を得ることができるマルチカラーイメージ
ング色素への応用が期待される。

概ね期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まっ
た。小さな分子構造と大きなストークスシフトを持つ蛍光色素群を開発できたこ
と、また、単離収率が目標値を大きく上回ったことは評価できる。この技術を展
開することで、一度に多くの情報を得ることができるマルチカラーイメージング色
素への応用の可能性が高まった。技術移転の観点からは最新の材料開発の共
同開発のスピードの加速に貢献しうる成果を上げている。本研究開発が進むこ
とで安価で高い安定性を持つ蛍光色素の国産技術の確立が期待される。

可逆性を有するアミノ基検出法の開発とペプチド合成への
適用

今野博行 山形大学

本研究ではカイザー試薬に変わる新規アミノ基検出試薬の開発を行った。今
回、カイザー試薬の4つの弱点を克服し、実用化に向けた取り組みを行った。プ
ロリンやN-Meアミノ酸など発色が困難なものについて発色の実現に成功した。
また、気温、湿度、残留試薬などの問題も克服することができた。さらに、定量
化について様々な検討を加えた結果、反射スペクトル法を用いた時に発色と反
応効率に相関が見られることを突き止めた。本スペクトルを利用することで従来
なし得なかった反応効率の可視化による改善に成功した。一方で、薄層クロマト
グラフィー発色試薬、溶液中でのアミン検出などにも応用ができうることを示す
ことができた。

概ね期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まっ
た。カイザー試薬がもつ4つの弱点を克服した新規アミノ基検出試薬の開発を行
い新たなアミノ基検出法を見出した。定量評価に向け開発を進め反射スペクト
ルを利用すること等で従来なし得なかった反応効率の可視化による計測に成功
したことは顕著な成果である。実際にカイザー試薬を補完できる高い可能性が
示され実用化が期待される。今後は、実用化に向け、測定精度の向上、自動計
測に向けて研究開発が進むことが期待される。

印刷プロセスによるフレキシブル有機ELの封止構造の開発 硯里善幸 山形大学

有機ELはフレキシブル化が可能である一方、水蒸気よる酸化により非発光エリ
アが進行するという課題がある。水蒸気から有機ELを保護するために、無機薄
膜を真空成膜するTFE技術が知られているが、本研究では印刷法によるバリア
構造（wet-TFE）の高性能・安価プロセスの実現を目指した。プロセス開発では
薄膜の平滑性等の課題があり、完全に課題解決できていないが、60℃/90%RH
の保存性能は、これまでより７倍程度向上し、ウェットコートとしては非常に高い
バリア性能を示している。（>1000hrs＠60℃/90%RH）

期待以上の成果が得られ、技術移転に繋がる可能性が多いに高まった。特に、
髙バリア性能を示す成分・構造に係わる成果は顕著である。また、関係する企
業等からも注目を集めていると思われる質の高い知見が得られており、評価で
きる。技術移転の観点からバリア性能に関し一部の市場が視野に入る性能まで
引き上げることができる封止構造を見出し、実装化に向け大いに期待できる成
果が得られた。今後は実装に向け安定してこのバリア性能が得られるプロセス
の開発が期待される。

高性能ペロブスカイト量子ドットLEDを指向した配位子開発 千葉貴之 山形大学

ペロブスカイト量子ドッドの配位子置換およびハロゲンアニオン置換を基盤技術
として、高性能化LEDの開発を目的とした。表面配位子のアルキル鎖長が分散
安定性、成膜性、発光量子収率、デバイス特性に与える影響を明らかにした。
炭素数12のアルキルアンモニウム塩に配位子置換することで、発光量子収率
50%、外部量子効率9%を達成した。また、臭素アニオンからヨウ素アニオンにハ
ロゲン置換したペロブスカイト量子ドットLEDは、国際色域規格BT.2020の赤色
領域を満たし、世界最高水準の外部量子効率 21.3%を達成し、高性能化ペロブ
スカイ量子ドットLEDの開発に成功した。

期待以上の成果が得られ、技術移転に繋がる可能性が高まった。高性能LED
向けペロブスカイト量子ドットの開発を行い、目標を概ね達成した。特に、臭素ア
ニオンからヨウ素アニオンにハロゲン置換したペロブスカイト量子ドットLEDは、
国際色域規格BT.2020の赤色領域を満たし、世界最高水準の外部量子効率 を
達成した成果は顕著である。知財の権利化を積極的に進めた他、知見を論文
にまとめたものは、ホットペーパー文献(Top 0.1%)に選出されたことは特筆され
る。技術移転の観点からは製品の使用用途の拡張が期待できる成果となり、製
品化ラインナップの方向性に非常に有益な情報が得られた。

広色域ディスプレイへの導入を目指したペロブスカイト量子
ドットのサイズ制御技術開発

増原陽人 山形大学

ナノレベルで精緻なPQDsのサイズ制御（5-20 nm）に関して、赤色・緑色・青色
発光の全ての発光色において、その目標を達成した。その一方で、発光粒子の
性能指標である発光効率（PLQY）及び半値幅（FWHM）に関して、緑色では、
95％を達成し、これは既にAldrich社等より販売されているPQDs同等以上の性
能（PLQY >80 %, FWHM <25 nm）を有している。作製したPQDsの詳細な分光解
析により、PQDsのサイズ微小化に伴い表面積の影響が顕著に現れ、表面欠陥
を埋める配位子種と量が薄膜作製時に与える影響も明らかになってきた。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。赤
色・緑色・青色各発光PQDsにナノレベルで精緻なサイズ制御技術を開発し目標
を達成したこと、発光粒子の性能指標である発光効率及び半値幅に関し、既に
販売されているPQDs同等以上の性能を確認したこと、PQDsのサイズ微小化に
伴い表面積の影響が顕著に現れることを確認したことなどの成果が顕著であ
る。技術移転の観点からは、本PQDsのサイズ制御技術を大量生産に適した技
術として磨き上げ実装することが期待される。また、今後一層の産学共同が進
むことが期待される。

誘導体化イメージング技術開発による脳神経疾患病態解
明

平修 福島大学

これまで、不明であった脳内のL-DOPAの局在を誘導体化イメージングMSで可
視化できたことが本プログラム最大の成果である。
誘導体試薬Py-Iを用いることで代謝が速く微量成分のL-DOPAの検出感度を34
倍向上できた。これにより可視化を可能とし、局在情報を得た。また、L-DOPA
は、体内投与しても内在性と外在性の区別が困難であった。質量を重くした重
水素化L-DOPA投与で脳内の局在を得られたことで内在性。外在性共にL-
DOPAが脳幹に局在することを示した。
今後は、L-DOPAの局在可視化技術を最適化し、定量情報を付帯させることに
よりパーキンソン病など脳神経疾患の病態解明を目指す。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に、誘導体化体の検出感度を格段に高め、検出効率を大幅に向上させたこと、
重水素化Ｌ－ＤＯＰＡを投与して内在性と外在性が区別できたこと、更に、内在
性、外在性共にＬ－ＤＯＰＡが脳幹に局材化することを可視化できたことは顕著
な成果である。技術移転の観点から、本成果を基に次のステップのシーズ育成
タイプに採択されたことは高く評価できる。今後は、実用化に向けて共同研究を
継続し、将来的には試薬キット、薬効確認キットを商品化することによりパーキ
ンソン病、ハンチントン病等の病態解明など脳神経疾患への適用拡大が期待さ
れる。

新しい化粧品素材開発を指向したバイオベース化学品製造
法の高度化

羽部浩
産業技術総
合研究所

これまで商業化されていないバイオベース化学品であるD-グリセリン酸（D-GA）
について、光学純度の高いD-GAを安定的に量産可能な酢酸菌株の創製と生
産プロセスの最適化を目指した。Gluconobacter属(73%eeのD-GA生産)の膜結
合型アルコール脱水素酵素（mADH）破壊株を宿主とし、Acetobacter属(99%ee
D-GA)由来mADH遺伝子を用いて形質転換したところ、親株に比べフラスコレベ
ルでのD-GA生産量を約1.4倍に上昇させることに成功した。一方、D-GAの光学
純度は親株と同程度であり、さらなる光学純度向上および化粧品利用に向けた
物性開拓については、引き続き要素技術開発を進める必要性が示された。今後
は、生産能が向上した当該酢酸菌株を用いて、ジャーファーメンター等を用いた
生産条件の最適化を行う。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でもD-グリセリン酸（D-GA）の生産菌について、従来の
約1.4倍生産能が高い菌株を創製したことは評価できる。99%ee以上の光学純度
の高いD-GAを安定的に生産するような技術開発も必要であることに関しては、
技術的な検討やデータの積み上げが必要と思われる。今後は、いかに機能面
での付加価値を見出せるかがポイントとなるであろう。D-GAは、植物から抽出
されるなど天然に存在する化合物で、保湿性やニキビ菌に対する抗菌性を有
するなど化粧品素材としての大変魅力的な材料となるポテンシャルを有してい
る。

厚膜ナノ印刷プロセスによる機能化偏光フィルムの開発 穂苅遼平
産業技術総
合研究所

本研究の目標は、偏光度99 %以上、透過率30 %以上、反射率10 %以下の低反
射率ワイヤーグリッド偏光フィルムを実現することである。開発は順調に進み、
銀ナノ粒子インクによる線幅40 nmのワイヤーグリッド構造の印刷形成手法を確
立し、さらにナノ粒子焼成体による表面凹凸を利用することで本研究の核であ
る低反射率化を実証した。光学特性として、偏光度99.0 %、反射率3.5 %が得ら
れ、偏光度と反射率については目標値を達成した。透過率については、偏光度
93 %の試作品で35 %を得たが、偏光度99 %、透過率30 %を両立する必要があ
る。今後は、新たな技術的要素を付加し、光学特性の向上を図り、眼鏡業界、
自動車業界への応用展開を目指す。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に本
方式の偏光板としては従来に比して飛躍的に高い性能を達成し、市販偏光板
に迫る性能を確認できたことは評価できる。技術移転の観点からは、目標値を
着実にクリアしており、用途に対する耐久性などの基本特性も良好であることか
ら、未達目標特性の早期クリアにより、実用化進展が望まれる。今後は、性能
面でも一歩抜きんでたものを達成することが期待される。

クラフトリグニンの減臭および機能改善技術の開発 久保智史
森林研究・整
備機構

木材の化学パルプ製造工程で副製するクラフトリグニンの用途開発において、
問題となるクラフリグニンの持つ悪臭を除去するための技術開発に取り組ん
だ。クラフトリグニンを、アルカリ性条件下で酸素酸化することによりクラフトリグ
ニンの悪臭が低減できた。しかしながら、酸化反応により回収できるリグニンの
収率が大きく低下した。この収率の低下は、酸化反応によるリグニン芳香核構
造の分解に起因すると考えられる。リグニンの収率低下を抑止した効率的な悪
臭除去には、対リグニン当たりのアルカリ濃度量、酸化温度の適正化が必要で
あると考えられる。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも悪臭の除去効果については明確なエビデンスを取得
し、効果を確認できたことは評価できる。技術的に克服すべき課題が多数顕在
化したことから、こうした課題の解決の基盤となる基礎情報等をきちんと確認
し、技術的検討やデータの積み上げなどが必要と思われる。今後は、使用する
リグニンの元素材の性状を明確にするなど、基礎検討上必要な基本的な情報
取得につとめ、課題の抜本的な解決方策について研究者の知見により検討を
進めることが望まれる。

遠隔保守情報を統合活用した高速印刷機械の異常予測と
保全計画最適化

有馬澄佳 筑波大学

本研究では、軟包装印刷の「不良をつくらない」課題の解決を目指し、不良を「.
繰り返さない(A)」,「.生み出さない(B)」「生産安定化（C）」の基本戦略ABCに基づ
き、それらを実現する計測・解析技術を開発・検証した。Aに対しては、多品種ま
たぐ系統的不良箇所の検出とその精密計測機構を検証し、また、Bでは、量産
で数年を要する多種不良を不良生成実験により解析の必要数以上収集し、不
良原因系の計測値と合わせ、多変量の解析により検証した。シーズの課題とし
た高次元データの特徴量抽出の高精度化・高速化手法と検証方法の研究も加
えた。またCで、A,Bとの共通基盤として欠点検出基準の最適化手法を構築・検
証した。以上により、対象企業・顧客企業・大学の3者体制で、両企業の付加価
値を高める形態を実データで検証できた。今後も共同研究を継続し、知財強化
を図り、事業化を目指す。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
意図的な不良製品を作成し印刷機械との関連を分析する事により発生要因を
鮮明にできたことに関しては評価できる。技術移転の観点からは、顧客企業や
市場ユーザーの求める新製品（AI化）の開発方向性が明確になったことで具体
的なユーザーと製品化に向けた連携体制の構築が期待される。さらに、軟包装
グラビア印刷に限らず、微小欠点の検出と防止・予防の課題は製造業共通の
課題であるため、広い転用、市場の拡大が期待される。
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コンビニ等冷凍・冷蔵倉庫向け結露解消システムの開発 川喜多仁
物質・材料研
究機構

本研究開発目標は、① 結露解消システムの開発、②冷蔵庫結露検知実証試
験、③冷蔵庫・空調最適制御試行である。これまでに開発済みの結露・モイス
チャーセンサを開発済みであるが、これは結露状態を検知、モニターする機能
だけしか備えていなかった。そこで、平成30年度では、①において、この検知シ
ステムに、ブロワーファンを組み込んだ結露解消システムを開発する。さらに、
送付開始のタイミング及び風量を調整する機能を備えたプログラムを制作した。
また、②および③について、企業と打ち合わせおよび実地調査および検討を
行った。令和元年度では、②冷蔵庫における結露検知の実証試験を行い、冷蔵
庫の開扉等における結露の検知を実証することができた。さらに③について
は、冷蔵庫・空調の最適制御に向け、結露解消システムの利用が結露の早期
解消に寄与することを明らかにした。以上により、本研究開発目標に対し、１０
０％達成した。今後の展開としては、コンビニ等冷凍・冷蔵倉庫への導入に向
け、結露解消システムの精度・効率の向上を図るとともに、CVSへの周知・提案
を進める。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に試
作、および実証試験を通じて、具体的な空調費削減効果を検証できたことは評
価できる。技術移転の観点からは、従前の技術に対し、本技術の明確な優位性
が確認でき、実用化を望む企業に対するアピールが十分に可能となったことか
ら、具体的な適用対象に対する技術最適化等を通じた実用化が望まれる。今後
は、空調費削減にとどまらない有効性についても、新たに明らかにしていくこと
が期待される。

属間交配によるコナガ防除用トラップ植物の開発 大西孝幸 宇都宮大学

本研究では，アブラナ科外来植物種ハルザキヤマガラシとアブラナ科作物を属
間交配することで複二倍体植物を作出し，ハルザキヤマガラシ由来の天然殺虫
成分を含んだトラップ（おとり）植物として利用する新規コナガ防除法の開発を目
標にしました．当初計画以上の属間交配を実施したものの，種子の低稔性・低
発芽率・初期生育の悪さを原因に，作出できた雑種植物体数は２個体であっ
た．この２個体から，複二倍体を作出し，コナガへの摂食試験や天然殺虫成分
サポニンのLC/MSによる検出を実施した．これらの実験結果から，複二倍体に
は，該当する殺虫成分が含まれており，ハルザキヤマガラシ程は強くはないも
ののある程度のコナガ殺虫効果をもつことが示唆された．今後の課題としては，
殺虫効果と誘引効果のファインチューニング，圃場での運用試験，自殖性の喪
失による商品化促進などがあげられる．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
アブラナ科外来植物種ハルザキヤマガラシとアブラナ科作物を属間交配するこ
とで複二倍体植物を作出し、サポニンの殺虫成分が含まれていることと、コナガ
殺虫効果が示唆されたことは評価できる。技術移転の観点からは、殺虫効果と
誘引効果のファインチューニング，圃場での運用試験，自殖性の喪失の課題の
解決ができれば、属間交配によるコナガ防除用トラップ植物の実用化が期待で
きる。

フォトニック結晶を用いたスナップショット分光偏光カメラの
開発

篠田一馬 宇都宮大学

本研究では，フォトニック結晶の光学異方性を利用し，画素ごとに異なる分光偏
光特性を持つフィルタアレイを開発することで，小型・低価格・単一露光で分光
画像と偏光画像を同時に撮影できるカメラの実現を目指した．結果，5cm角のモ
ノクロカメラへ開発フィルタアレイが搭載可能であり，画素ごとに異なる分光偏光
特性が得られ，さらに単一撮影画像から分光偏光画像を復元できることが確認
された．試作が当助成金の範囲内で完了したことからも，将来の試作・量産費
は低コストに抑えられる見込みである．本研究期間で分光偏光カメラの実現可
能性が高いことが確認されたことから，今後は画質と分光再現精度の向上と，
量産に向けたプロセスの簡素化が課題となる．

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に、単一露光で分光画像と偏光画像を同時に撮影できるカメラの実現を目指
し、モノクロカメラへ開発したフィルタアレイを搭載することにより、画素ごとに異
なる分光偏光特性が得られ、さらに単一撮影画像から分光偏光画像の復元が
可能であることを確認できたことは顕著な成果である。技術移転の観点からは、
分光偏光カメラの画質と分光再現精度の向上を図ることで、小型・低価格・単一
露光で分光画像と偏光画像を同時に撮影できるカメラの早期上市が期待され
る。

可視光応答型WO3光触媒ナノ粒子の新規合成法開発 佐藤和好 群馬大学

陰イオン交換性ポリマーを用いた酸化タングステン(WO3)および酸化モリブデン

(MoO3)ナノ粒子合成法を提案し、得られたWO3ナノ粒子の可視光照射下におけ

る光触媒活性の他、WO3ナノ粒子へのMoO3添加による、暗所での抗菌活性を

併せ持つ触媒を検討した。合成プロセスの最適化により、1.4 μmol·min
-1

·(g-触

媒)
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のアセトアルデヒド分解性能を有するWO3ナノ粒子が得られた。また、この

WO3ナノ粒子に少量のMoO3を混合することにより、可視光照射下ではWO3ナノ

粒子の優れた有機物分解活性を維持しつつ、暗所では、MoO3が高い抗菌活性

を示すハイブリッド触媒の調製に成功した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に酸
化タングステン(WO3)ナノ粒子合成プロセスを最適化することにより、可視光照
射下で1.4 μmol·min-1·(g-触媒)-1 アセトアルデヒド分解性能の優れた有機物
分解活性とWO3ナノ粒子へMoO3添加したハイブリッド触媒の暗所での抗菌活
性を確認したことは評価できる。技術移転の観点からは、優れた有機物分解活
性を維持しつつ、暗所で抗菌活性を示すハイブリッド触媒は社会的ニーズが高
く、実用化が期待される。

高効率小型熱交換器用Niブレージング電解膜の創製 荘司郁夫 群馬大学

次世代SOFC用熱交換器への応用を目指して、SUS薄板上にめっき法によりNi
系合金電解膜を形成し、SUS薄板のろう材として利用する技術の研究開発を
行った。始めにNi-P二元系電解膜創製用めっき液を設計し、既存BNi-6ろうと同
成分を有するNi-11mass%P薄膜層を形成し、その電解膜を用いてSUS薄板のろ
う付が可能となることを示した。また、得られたろう材の耐食性は既存BNi-5ろう
と同等であることを確認した。次に、ろう材の耐食性向上のために、Ni-P電解膜
へCrを添加するための新規めっき液を開発し、めっき条件の適正化により、Cr
を14.4mass%含有するNi-P-Cr電解膜の創製に成功した。創製した三元系電解
膜については、今後、ろう付特性および耐食性評価を実施し、実用化検討を
図っていく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にろ
う材の耐食性向上のために、Ni-P電解膜へCrを添加するための新規めっき液
を開発し、めっき条件の適正化により、Crを14.4mass%含有するNi-P-Cr電解膜
の創製に成功したことは、評価できる。技術移転の観点からは、今後、創製した
三元系電解膜のろう付特性および耐食性評価を実施する予定から、実用化が
期待される。

ワイヤ＋アーク放電によるアディティブ・マニュファクチャリ
ングを用いた特殊銅合金製品の低コスト高効率製造技術
の確立

阿部壮志 埼玉大学

CuSn合金を用いた鋳造品の課題である、材料の歩留まり向上や、多品種少量
生産に対応するために、金属積層造形技術の一つであるワイヤ＋アーク放電
によるアディティブ・マニュファクチャリングの適用を提案している。本研究では
内部欠陥を抑制しつつ、金属の成分組成を制御する3次元造形技術の開発を
目標とする。本研究開発により、良好な積層条件下では立体形状造形時に内
部欠陥を抑制しつつ、目標とする成分組成を達成することができた。今後はより
複雑な目標形状の造形時に、内部欠陥の抑制と形状精度の両立、および製品
品質の評価を実施する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に本
研究開発により、良好な積層条件下では立体形状造形時に内部欠陥を抑制し
つつ、目標とする成分組成を達成できたことに関しては評価できる。技術移転の
観点からは、より複雑な目標形状の造形時に、内部欠陥の抑制と形状精度の
両立、および製品品質の評価を今後実施予定とのことより、ワイヤ＋アーク放
電によるアディティブ・マニュファクチャリングを用いた特殊銅合金製品の低コス
ト高効率製造技術の確立が期待される。

多孔質樹脂との摩擦現象を利用したSiCの新高能率研磨工
具の開発

池野順一 埼玉大学

価格競争力のある硬脆材料用鏡面砥石の開発を目指し研究を遂行した。まず
多孔質樹脂の工具性能評価装置の設計・製作を行った。樹脂特性と加工特性
の相関を明確化するために、主に摩擦時の温度を正確に計測できるセンサを
取り付け、４インチウエハで所望の鏡面が得られる装置を設計・製作した。次に

気孔率と弾性に留意して多孔質樹脂を開発し、30μｍ・h
-1

の研磨能率を達成で
きた。表面性状は10nmPV以下、1nmRaでスクラッチのないダメージレス鏡面の

創成に成功した。２インチＳｉＣウエハでは60μｍ・h
-1

の研磨能率が得られること
がわかり、所期の目標を達成できた。今後は実用を目指して6インチ対応の高
速高圧研磨装置の開発と加工技術の育成を推進していく。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に摩擦時の温度を正確に計測できるセンサを取り付けた多孔質樹脂の工具性
能評価装置を設計・製作し、４インチウエハで研磨能率は30μｍ・h-1、表面性
状は10nmPV以下、1nmRaでスクラッチのないダメージレス鏡面の創成に成功し
たことは顕著な成果である。技術移転の観点からは、本研究成果により、価格
競争力のある硬脆材料用鏡面砥石に関して実用化が望まれる。今後は、企業
化を目指した6インチ対応の高速高圧研磨装置の開発が期待される。

プラズマの見える化 稲田優貴 埼玉大学

本研究の目標は、研究代表者が独自に開発したプラズマ用の電子密度可視化
センサに対し、測定感度を100倍改善し、プラズマの時空間的挙動を詳細計測
することである。本研究ではレーザの干渉効果や独自のフォーカス微調整技術
を駆使することでセンサの感度を40倍改善し、電圧波形に対するプラズマシー
スの時空間変化を高分解測定した。これは従来技術では成しえなかった成果で
あり今後は、妥当性の高いシミュレーションモデルの構築や産業応用向けプラ
ズマ診断装置の開発などへと、展開が期待される。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にプ
ラズマの時空間的挙動の詳細計測を目的に、レーザの干渉効果や独自の
フォーカス微調整技術を駆使することでセンサの感度を40倍改善し、電圧波形
に対するプラズマシースの時空間変化の高分解測定を実現したことは評価でき
る。技術移転の観点からは、本研究成果による妥当性の高いシミュレーションモ
デルの構築や産業応用向けプラズマ診断装置の開発への展開が期待される。

院内感染の検出率を高めるクロストリジウム・ディフィシル
感染症迅速診断ツール

松下隆彦 埼玉大学

院内感染の原因菌クロストリジウム・ディフィシルを検出するイムノクロマトの感
度を現行の100倍に高めることを最終目標に、本研究では中間目標として感度
10倍の向上を1年間で目指した。大学シーズ「抗体・リガンドの多価化技術」を発
展させて新規デザインした多価型標識剤は、低分子抗体を短時間で効率的に
標識した。得られた標識抗体は分子安定性がきわめて高く、期待通りの活性を
有していることが表面プラズモン共鳴法や酵素免疫測定法を用いた評価より明
らかになった。期間満了のためにイムノクロマトの試作と評価に進めなかった。
今後も引き続きニーズ元企業と協力して未達成課題に取り組み、課題解決の可
能性を探っていく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に院
内感染の原因菌クロストリジウム・ディフィシル（CD）を検出するイムノクロマトの
10倍の高感度化を目標に、大学シーズの「抗体・リガンドの多価化技術」を発展
させて、新規デザインした多価型標識剤を短時間で効率的に抗体へ標識できた
ことは評価できる。技術移転の観点からは、得られた標識抗体は分子安定性が
きわめて高く、期待通りの活性を有している研究成果得られたことから高感度な
イムノクロマトの実用化が期待される。

機能性核酸のデリバリー技術の確立による効果的な育毛
剤の開発

坂本泰一
千葉工業大
学

近年，育毛剤への需要が高まっており，様々な育毛剤が市販されているが，決
定的な商品がなく，消費者が試行錯誤で購入し，自分に合っていると感じた育
毛剤を使用しているのが実情である．一方，毛髪の成長についての研究が進
み，線維芽細胞増殖因子の一つであるFGF-5遺伝子の変異が毛髪の成長を促
進することが明らかとなっている．そこで私たちは，このFGF-5の働きを抑えるア
プタマー育毛剤の開発を試みた． FGF-5を特異的に阻害するアプタマーが，組
織を用いた実験および動物実験において育毛剤としての高いポテンシャルを有
していることを確認した．本研究で開発したアプタマーを含む育毛剤は，効果的
で安全な育毛剤となることが期待される．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
組織を用いた実験および動物実験において育毛剤としての高いポテンシャルを
確認したことは評価できる。今後、製造コストを考慮した改変も視野に検討しな
がら、さらにアプタマーを含む育毛製剤の成分の最適化を行うことにより，強力
な育毛効果をもつ製剤の実用化が望まれる。今後は、動物実験による育毛効
果の確認を進めるとともに、アプタマーを利用した標的分子のシグナル伝達に
関する生化学的分析や、アプタマーとタンパク質の相互作用に関する物理化学
的解析の進展も期待される。

革新的蓄電デバイスへの応用を目指した導電性ナノダイヤ
モンドパウダーの開発

近藤剛史
東京理科大
学

新規材料である導電性ボロンドープナノダイヤモンド（BDND）を、高エネルギー
密度かつ高出力密度を示す水系電気二重層キャパシタ（EDLC）用電極材料と
して展開することを目的として、本研究開発では、BDND作製条件の最適化およ
びEDLCデバイス応用の検証を行った。BDND作製の最適条件検討の結果、比

表面積650 m
2
/g程度、導電率0.06 S/cm程度のBDNDを得ることができ、1 M

H2SO4中で1.8 Vの大きなセル電圧を示す電極材料であることがわかった。電解

液を飽和NaClO4とした場合は2.8 Vのセル電圧が得られ、安全な中性水系電解

液を用いて高性能なEDLCデバイスを作製できることが示された。BDNDを用い
ることで、安全かつ高エネルギー密度・高出力密度を示す水系EDLCデバイスを
実現できると考えられる。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に、新規材料である導電性ボロンドープナノダイヤモンド（BDND）を高エネル
ギー密度かつ高出力密度を示す水系電気二重層キャパシタ（EDLC）用電極材
料として展開することを目的として、BDND作製条件の最適化およびEDLCデバ
イス応用の検証を行い、当初目標を達成したことは評価できる。技術移転の観
点からは、BDNDを用いることで、安全かつ高エネルギー密度・高出力密度を示
す水系EDLCデバイスを実現できることより、産学共同による実用化が期待され
る。
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危険ドラッグ検出のための簡易センサデバイス開発及び危
険ドラッグ化合物ライブラリー作製

高橋秀依
東京理科大
学

本課題では、危険ドラッグに対するモノクローナル抗体（ｍAb）を用いて簡易セ
ンサデバイスの試作品を作製することを目的とした。研究開発期間内に、実施
項目を概ね順調に遂行することができ、合成カンナビノイド化合物のｍAbを用
いて簡易センサデバイスの試作品を作製することに成功した。また、危険ドラッ
グ類の化合物ライブラリー作製についても、目標数の化合物の合成を達成し
た。従って、目標が概ね達成されたと考える。今後は危険ドラッグ化合物ライブ
ラリーに多様性をもたせ、一層拡充することと、対象となる危険ドラッグをなるべ
く多く検出できる汎用的、かつ、より簡便な危険ドラッグ検出機器開発を目標とし
て取り組む。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に危
険ドラッグの合成カンナビノイド化合物に対するモノクローナル抗体を用いて簡
易センサデバイスの試作品の作製に成功したこと、及び目標数の危険ドラッグ
類を合成し、ライブラリー化を実現したことは評価できる。技術移転の観点から
は、本研究開発において、社会的要求が高い対象となる危険ドラッグを多く検
出できる汎用的かつ簡便な危険ドラッグ検出装置のニーズが明らかになったこ
とより、装置の実用化が期待される。

バイオマス未利用資源のピネンから有用なテルペン類を合
成する新規プロセスの開発

日秋俊彦 日本大学

有機溶媒や酸・塩基触媒を使用しない環境調和型連続合成プロセスの開発を
行った。対象物質は，主に松脂に含まれるピネンであり，製紙工場などで大量
に得られるが有効利用されず焼却処理されている。ピネンの活用には，香料な
どに用いられるd-リモネンへの転換がある。原料は共同研究先の香料会社か
ら提供頂いたα-ピネンを用いて水熱合成を行った結果，反応管に1/16チュー
ブ（i.d.0.50 mm）を用いた場合，反応圧力30 MPa，反応温度350℃，反応時間１
秒でd-リモネンの収率45.6%を達成した。最高収率は反応時間20秒で62.6%であ
る。また同時に有用な副生成物も合成されることが分かった。今後，さらに詳細
な反応条件設定により新規プロセスの提案ができると考える。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に企
業において有効利用されることなく焼却処理されているピネンから、有機溶媒な
どを利用しない環境調和型の水熱合成の連続プロセスの開発を行い、反応時
間１秒でd-リモネンの収率45.6%を達成したことは評価できる。さらに、反応時間
20秒では最高収率62.6%を達成したことを踏まえ、今後は、ナンバリングアップに
よる大量生産につなげるために装置の改良を行い、技術的検討やデータの蓄
積などを期待する。また同時に合成された副生成物の有効活用など今後の産
学共同研究の展開を期待する。

ドローンに搭載可能な小型軽量高感度ピトー管の開発 高橋英俊
慶應義塾大
学

本研究開発では、ドローンに搭載可能な小型軽量高感度ピトー管を試作し、セ
ンサの基礎特性の評価を行うことを目的とした。センサ素子としてMEMSの差圧
センサチップを用いることで、試作したセンサの寸法及び重量は要求仕様を十
分に満たすものとなった。さらに目標である風速1 ~ 20 m/sにおいて分解能0.1
m/s以下で計測できることを示した。またピトー管の筐体の形状と孔の位置を変
更することで風向・風速センサとしての仕様を満たすような構造を達成した。さら
に試作したピトー管を実際に飛行するドローンに搭載して、飛行中の風速を計
測できることを確認した。今後は、複数のピトー管をドローンに搭載し、実際に風
向・風速を計測可能なセンサシステムの開発に展開していく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に目
標とした風速域での直線性もよく、応答も早く、実用を模したドローン搭載時にも
大きな問題なく計測ができたことは評価できる。技術移転の観点からは、研究
者の成果を実現する基本構成とその性能実証が完了したことから、これを活か
せる用途を早期に見出して、実用化が望まれる。今後は、研究者等が想定して
いるものとは大きく異なるニーズにフィットすることも考えられるので、広く本技
術については周知することが期待される。

温度差のみで駆動する流体分離用ネットワークデバイスの
開発

小野直樹
芝浦工業大
学

ガス分離ユニットを約1万個（従来の10倍）備えるデバイスを積層作成し、X線撮
影で製作精度を検証した。この際、数値計算で得た最適形状を反映した。新た
にコールドプレート冷却技術を導入し、従来の数倍（約50度差まで）の温度差を
デバイスに印加できた。以上の改善により従来の約6倍（約3.5％まで）の分離濃
度差を水素-二酸化炭素の混合ガスで実証できた。目標とした印加温度差およ
び理論分離濃度との比には少し未達であったものの、今後ユニット数および温
度差を増せば、ほぼ完全な分離まで実現できる見通しを得た。今後は、更に多
素子のデバイスでの実証とともに、他のガス種の分離への適用も視野に入れた
い。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にガ
ス分離ユニット数を増加させ、冷却能力増強により大きな温度差をデバイスに
印加した効果を実証したことで、デバイスの基本コンセプトがある程度確立でき
たことは評価できる。技術移転の観点からは、今後さらに改良・開発を継続する
ことで、近い将来に実用的な分離濃度に到達できることが望まれる。今後は、こ
れまでのモデルとなる混合気体による評価からさらに進んで、実用的な混合気
体による評価や理論検証などの検討がなされることが期待される。

ボルト締結部の締付け軸力と剛性の同時検出ハイブリッド
レンチの開発

橋村真治
芝浦工業大
学

本研究は，ボルト締結部の締付け軸力と剛性を同時に検出するハイブリッドレ
ンチを開発し，締付け軸力の検出精度を約±3 %，被締結部材剛性の測定精度
を約±10 %まで向上させることを目的として行った．本研究の結果，ハイブリッド
レンチのプロトタイプはほぼ完成することができたが，締付け軸力検出条件の
決定に時間を要したため，締付け軸力の検出精度を研究期間内に目標値まで
向上させることはできなかった．今後，締付け軸力の検出精度の向上を図る予
定である．ボルト締結部の剛性測定については，異なる２種類の材質で製作さ
れた被締結部材について剛性の測定試験を行い，複数の結果を平均すること
で理論値に対してほぼ10%程度の測定精度を確保できた．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にボ
ルト締結部の剛性測定について目標の測定精度を確保でき、また、締付け軸力
の検出精度についても測定条件の見直しにより目標の達成のめどがついたこと
は評価できる。技術移転の観点からは、明確になった実用化に向けた方向性に
基づいて、継続する産学共同研究によってハイブリッドレンチの実用化が望ま
れる。今後は、本研究で対象としたボルト・ナット締結体だけでなく、ねじ込みボ
ルト締結体に関しても研究し実用化が進むことが期待される。

新しい環境低負荷型の総合的病害虫防除を目指した、細
胞性粘菌由来の高い特異性を持つ植物寄生性線虫忌避資
材の開発

齊藤玉緒 上智大学

粒状資材の試作品において十分な効果を得たが、必要原材料を試算すると大
量の粘菌抽出液が必要で、実証実験に向けた原材料の大量生産システムの確
立が必要あることがわかった。そこで、本研究開発では学術レベルでの培養方
法から脱却し、寒天平板培養から大量生産ができる液体培養へと変更した。本
研究開発の結果、粘菌由来忌避物質を培養上清に分泌させ、細胞数あたり最
大でこれまでの20倍の活性を得ることができた。さらに、培養装置を改良するこ
とによって培地あたりの最大細胞数を上昇させることができた。これにより原材
料の安定供給に対するリスクは大幅に低減し、実験室レベルで十分に実証試
験を支える生産方法を確立した。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に実用上重要なポイントである大量生産手法の基本技術を確立し、従来法と同
等以上の忌避特性を確認できたことは顕著な成果である。技術移転の観点か
らは、基本的な特性、適用対象、生産方法といった基盤的な成果がこれまでの
研究者が中心となった研究開発で確立されてきていることから企業による事業
を想定した技術開発を通じて、実用化が期待される。今後は、新しい防除技術
としてインパクトをあたえるものとするために、本技術の展開については企業側
の積極的な事業化にむけた構想が期待される。

テラヘルツ偏光計測によるPTFE内部残留応力評価法の開
発

梶原優介 東京大学

本研究の目的は，THz偏光計測を利用して，切削加工後のPTFE部材の内部物
性評価法を確立することにあった．高分子配向に敏感なTHz波の時間領域分光
法と偏光計測を組み合わせた結果，残留応力の大きいPTFE試料において周波
数1～2 THz近傍に偏光依存性が見られるとともに，5.4 THz近傍において，結晶
に起因する吸収ピークが観察された．これらの結果は残留応力による寸法変化
と定性的ながら相関が得られている．定量的評価に関しても再現性の詳細な確
認まで至っていないものの，提案法が妥当であることが示された．ただし，差周
波THz光源を利用したTHz偏光計測装置の開発」については予算的・時間的制
約のため設計初期段階にとどまった．本知見については有限会社飯田製作所
と共同研究契約を締結のうえで特許出願を行っており，根本技術の権利化を進
めており，産学共同研究への展開に関しては充分に進んでいる．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
本研究の目標であるTHz偏光計測を利用した切削加工後のPTFE部材の内部
物性評価法を確立に関して、結晶に起因する吸収ピークと残留応力による寸法
変化に定性的相関が得られたことと、この知見をもとに特許出願したことは評価
できる。予算的・時間的制約のため設計初期段階にとどまったが、PTFE内部残
留応力評価をターゲットした差周波THz光源を利用したTHz偏光計測装置の実
用化が期待される。

カルシウム欠乏耐性ハクサイ作出に向けた技術基盤の確
立

神谷岳洋 東京大学

ハクサイのカルシウム欠乏症状はチップバーンや芯腐れ症を引き起こし、商品
価値を著しく低下させる。本開発では、欠乏症を引き起こす遺伝子座の同定、お
よび、欠乏耐性の品種間差を実験室内で評価する手法の開発をおこなった。遺
伝子座については、候補遺伝子を絞り込むことに成功し、作成したDNAマー
カーを用いて選抜した系統が圃場において欠乏耐性を示すことを示した。評価
手法については、圃場での欠乏耐性と相関がある指標を見出した。今後は、
DNAマーカーについては、今回用いた品種以外の組み合わせで実証すること、
評価手法については、今回見出した指標を用いて実験室で選抜した系統が圃
場で抵抗性を持つか実証試験を行う必要がある。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にハ
クサイのカルシウム欠乏症を引き起こす候補遺伝子を絞り込むことに成功し、
作成したDNAマーカーを用いて選抜した系統が圃場において欠乏耐性を示した
ことは評価できる。今回開発したマーカーが十分に実用的であり、また、評価手
法の確立も品種開発を加速させるものであることから、企業との共同でこれらの
実用化が望まれる。今後も共同研究を継続することで、さらなるDNAマーカーの
確度を向上させ、他のアブラナ科植物でのカルシウム欠乏症耐性DNAマーカー
の開発を実現することが期待される。

動物個体脳でのin vivoイメージングを可能にする近赤外蛍
光標識技術の開発

並木繁行 東京大学

生きた動物個体の脳内で細胞やタンパク質の分布を解析できるin vivo蛍光イ
メージング技術のニーズがバイオ分野の研究開発で高まっている。本研究開発
では研究責任者らがこれまでに開発した標的タンパク質を高い特異性でかつ、
明るい蛍光標識ができる分子タグ技術であるDe-QODE（De-Quenched Organic
Dye Emission）システムをベースとして生きた動物個体の脳内のin vivo蛍光イ
メージングで不可欠な近赤外蛍光標識技術を開発した。近赤外蛍光を持った
De-QODEシステム用の蛍光プローブを開発し、マウスの大脳皮質でのin vivo
蛍光イメージングを通じてDe-QODEシステムを用いた近赤外蛍光プローブの標
識技術の有用性を実証することができた。今後は本研究開発の成果をもとに知
財化、市場化を進める。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
近赤外蛍光を持ったDe-QODEシステム用の蛍光プローブを開発し、マウスの
大脳皮質でのin vivo蛍光イメージングを通じて、近赤外蛍光プローブによる標
識技術の有用性を実証できたことに関して評価できる。技術移転の観点から
は、市場規模はグローバル規模で年々規模を拡大している有望な分野である
ため、本課題の成果と最先端の顕微鏡技術を組み合わせることで双方の技術
のポテンシャルを最大限に引き出すin vivo蛍光イメージングのプラットフォーム
を構築し、in vivo蛍光イメージングのブレークスルーを市場にもたらすことが期
待できる。

酸化物半導体ナノ粒子のプラズモン制御と透明反射遮熱の
技術開発

松井裕章 東京大学

酸化物半導体ナノ粒子を用いた透明反射遮熱材料は、建築材料や自動車向け
ガラス窓への応用が期待される。従来の酸化物半導体ナノ粒子を用いた熱線
遮断技術は、光吸収遮熱が採用され、熱の再放射に伴う遮熱性能の低下に課
題があった。本研究は、酸化物半導体（ITO）ナノ粒子の表面プラズモン励起に
着目し、特に、ナノ粒子間界面の光電場増強に基づいて赤外域で高い反射性
能を実現した。更に、ナノ粒子間界面の空間制御は、電子伝導性や熱伝導性に
影響を与え、高い電波透過性や低い熱伝導性を実現した。本成果は、可視・電
波透過性を併せ持つ反射遮熱技術に向けた新しいコンセプトを実証し、産業分
野における反射遮熱に向けた新しい光技術となる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
酸化物半導体ナノ粒子の表面プラズモン励起に着目し、Sn添加In2O3 (ITO)ナ
ノ粒子間界面の光学的性質を制御することで高い赤外反射性能を実現したこと
は評価できる。技術移転の観点からは、酸化物半導体ナノ粒子を用いた透明反
射遮熱材料は、建築材料向けのウインドウフィルム材や、自動車ガラス窓への
利用が期待され、実用化が望まれる。今後は、熱線吸収型から熱線反射型へと
遮熱性能の技術革新へ、そして様々な産業分野での応用展開が期待される。

細径光ファイバ直径の高速インプロセス計測技術の開発 道畑正岐 東京大学

光通信から光センシングと幅広い分野において従来にない光特性を付与できる
可能性があることから、直径数μm以下の細径化光ファイバが注目を集めてい
る。本研究では、この細径光ファイバに対し、その直径を加工機上でインプロセ
ス計測する技術を開発するものである。計測原理は、2方向から光入射すること
で形成した光定在場の光ファイバによる散乱光の強度分布を測定することで直
径を推定する。従来の複雑なMie散乱を簡単化でき、高速計測が可能である。
検証の結果、撮像デバイスのレートで計測精度0.1 μmの計測ができ、定在場
位相アクティブシフトによる散乱光変化を観察することで±20 nmの計測分解能
が実現できた。今後は、光学系改善により、軸方向測定範囲と分解能の向上を
狙う。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に基
盤となる理論や、技術開発上重要な予測を実証によりクリアしつつあることは評
価できる。技術移転の観点からは、より簡便かつ高速な推定理論により、対象
となるファイバー計測が現実的な誤差範囲で可能性があることが実証でき、より
具体的なターゲット設定を通じた実用化が望まれる。今後は、本手法の新規性
に伴い、研究者がクリアにすべき実用上の課題を、企業の視点も十分に理解し
つつ優先度をつけて研究開発を遂行することが期待される。
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無給電無線センサー群の実装による中小製造業の無人操
業化

水戸慎一郎
東京工業高
等専門学校

工場における，簡便で安価な操業データ取得システムの構築を目指して，無給
電で動作する無線センサ群と，その取得データを稼働情報に加工する手法を開
発し，実証試験を行った．既存のエナジーハーベスティング回路を改良し，従来
より10分の１の小電流から，4倍の分解能で計測できる回路を実現し，また，レ
ンジ切り替え機能を実現し，少電流での分解能と大電流への対応を両立した．
既存の電力センサに加え，温度，照度，振動，気流を計測するセンサを開発し
た．取得したデータを元に，機械学習とニューラルネットワークを用いて，機械
の稼働状態を97%の精度で推定できることを明らかにした．実証実験では，遠隔
でデータを把握できることで監視業務が低減できること，人力による日報では操
業状態を把握できていないことを確認できた．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に工
場における、簡便で安価な操業データ取得システムの構築を目指して、無給電
で動作する無線センサ群（温度、照度、振動、気流）と、その取得データを稼働
情報に加工する手法に開発に成功したことは評価できる。技術移転の観点から
は、ニーズ元企業の課題を基に計画し得られた研究成果であることから判断し
て、企業化に向けた可能性は高く、早期の実用化が望まれる。今後は、本研究
成果を用活かしたIoTによる中小企業の生産の効率化の推進が期待される。

導電性ポリマー正極材を用いる車載用全固体電池の開発 金澤昭彦
東京都市大
学

本研究開発課題では、体積エネルギー密度と急速充電性に優れ、低コストで高
安全性の車載用全固体電池の実現を目指して、二硫化炭素を出発原料とする
導電性ポリ硫化炭素の高効率で低コストな合成法の開発ならびにポリ硫化炭素
を正極材に用いる全固体電池の試作および実証に関する検討を行った。その
結果、ポリ硫化炭素の新規合成法を確立するとともに、それらの電子伝導性や
レドックス応答性に及ぼす合成化学的因子を明らかにした。また、ポリ硫化炭素
の全固体電池正極材としての有効性を放電容量、充放電クーロン効率、サイク
ル特性において実証することができ、当初の目的を達成した。ポリ硫化炭素正
極材は、優れた体積エネルギー密度を示す硫黄正極全固体電池における硫黄
正極の欠点を克服することができる。特に、技術的に最も重要かつ困難な正極
活物質の電気抵抗の低減の点で、ポリ硫化炭素は導電性硫黄正極として他に
類を見ない化合物である。本研究成果により全固体電池の実用化に向けた開
発研究が加速されると期待される。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に車載用全固体電池の正極材であるポリ硫化炭素の新規合成法を確立すると
ともに、ポリ硫化炭素の全固体電池正極材としての有効性を放電容量、充放電
クーロン効率、サイクル特性において確認できたことは顕著な成果である。技術
移転の観点からは、本研究成果により、体積エネルギー密度と急速充電性に
優れ、低コストで高安全性の車載用全固体電池の実用化に向けた開発研究が
加速されることに関して評価できる。今後は、従来のリチウムイオン電池と比較
して大幅に体積が小さく、低コストの電池の創生が期待される。

環境負荷ゼロを実現する環境調和型付着防汚剤の開発 北野克和
東京農工大
学

本研究開発では、企業ニーズを解決することが期待されるイソチオシアナート
化合物の合成し、海洋評価試験を実施した。具体的には、直鎖アルキル型イソ
チオシアナート化合物として、シトロネロールおよびウンデカン酸エステルより誘
導される化合物の合成を行い、漁網のテストピースを用いた海洋評価試験を
行った。その結果、コントロール（無処理）に比べて有効な付着防汚効果を有す
ることが観察され、目標とする約３ヶ月の防汚効果も確認された。今後は、今回
有効な付着防汚効果が確認された化合物について、より適切な加工方法の検
討、および複数の海域における試験を実施し、実用化されることが期待される。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
実験室内付着試験で有効な付着阻害活性を示した化合物を合成して海洋評価
試験を行った結果、有効な付着防汚効果が確認されたことは評価できる。今回
有効な付着防汚効果が確認された化合物は従来の付着防汚剤と比べて毒性
が低く、環境汚染の懸念を低減しグリーンイノベーションに貢献できることが期
待されることから、新たな付着防汚剤としての実用化が望まれる。今後は、より
適切な加工方法の検討、および複数の海域における試験を実施し、実用化の
促進が期待される。

熱電変換機能を有する断熱性発泡体の開発 下村武史
東京農工大
学

高い断熱性をもち、かつ熱電変換をする高分子発泡体を開発することを目標と
した。大学のもつ巨大なゼーベック係数を示す導電性高分子ナノファイバーマッ
トの技術を、企業ニーズである断熱性の高い機能性発泡体へと展開することで
熱電変換発泡体の実現を目指した。事業期間内に力学的強度もある熱電変換
発泡体の作製に成功し、巨大ゼーベック効果を示すことを明らかにした。変換
効率はまだ十分とはいえず、今後も共同研究等で開発を継続していくこととし
た。この技術を利用してIoT、生体センシング、構造ヘルスモニタリングシステム
における電池を必要としない局所電源としての応用を目指している。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
力学的強度もある熱電変換発泡体の作製に成功し、巨大ゼーベック効果を示
すことを明らかにしたことは評価できる。技術移転の観点からは、IoT・生体セン
シング・構造ヘルスモニタリングシステムなどにおける電池を必要としない局所
電源に応用できる断熱材として実用化が望まれる。今後は引続き共同研究を継
続し、熱電変換性能を十分発揮できる素材の検討を行うことで、十分な熱電変
換機能を高分子発泡体による断熱材に付与し、未利用エネルギーを回収し活
用する可能性を追究することが期待される。

母鶏模倣型ロボットによるニワトリの行動の自動制御技術
の開発

新村毅
東京農工大
学

本申請課題では、母鶏を模倣したロボットを開発し、鳥類の「刷り込み」を利用
することで、ヒナの餌学習のための人的コストおよび管理者への驚愕反応を低
減させる自動行動制御システムを構築することを目標とした。興味深いことに、
剥製のニワトリの内部にモータを取り付け、首を動かしながらFood-callを発する
母鶏ロボットを開発したところ、母鶏ロボットによっても、雛の行動が、ほぼ完全
に誘導できることが明らかとなった。また、このロボットを簡易化、さらに超簡易
化しても、摂食行動の素早い誘導と驚愕反応性の低下を再現できることもわ
かった。最小で最適な提示時間も明らかになり、当初の目標を越える成果を得
ることができた。今後は、大規模かつ長期的な試験を通じて、社会実装を目指
す。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に鳥
類の行動学の専門家とロボット工学の専門家が協働して母鶏模倣型ロボットを
開発し、作業の自動化と動物福祉の両側面を達成した動物管理システムを開
発できたことは評価できる。技術移転の観点からは、動物とロボットがインタラク
ションする自動制御システムを構築し、ロボットの超簡易化と最適化も実現する
ことができたことから、この養鶏における自動制御システムの実用化が望まれ
る。今後は、本研究で構築した基盤技術を用いて、大規模かつ長期的な試験を
実施し、社会実装に向けた検討を行うことが期待される。

経肺吸入製剤のための革新的な「超低密度」多孔質粒子の
作製技術の確立

村上義彦
東京農工大
学

深在性真菌症（肺アスペルギルス感染症）は手術後の入院患者が例外なく直面
している最大の問題である。近年、複数の抗真菌薬が登場しているが、深在性
真菌症はいまだに致死率が高い重篤な疾患である。本研究代表者は、「1回の
みの乳化操作で多孔質技術が形成する」独自の材料開発技術を適用すること
によって、抗真菌薬を肺の深層部（肺胞）に送達するための製剤化技術の確立
に挑戦した。その結果、「多孔質粒子の特性を自己乳化により制御する」従来に
ないアプローチによって、極めて低いタップ密度を有し、優れた空気動力学特性
を示す「超低密度」多孔質粒子を得ることに成功した。今後は、実際に抗真菌薬
を保持した多孔質粒子を作製し、実際に動物に投与して効果を評価することに
より、抗真菌薬分野では初めての経肺投与薬物送達システムの実現が可能に
なると思われる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に多
孔質粒子の特性を自己乳化により制御するという独自のアプローチによって、
極めて低いタップ密度を有し、優れた空気動力学特性を示す「超低密度」多孔
質粒子を得ることに成功したことは評価できる。技術移転の観点からは、革新
的な「超低密度」多孔質粒子の作製技術を確立することで、これを活用した経肺
吸入製剤の実用化が望まれる。今後は、これまでに得られた成果をさらに発展
させて動物での有効性と安全性を確認し、さらにヒトを対象とした臨床試験へと
進むことが期待される。

ナノメートルオーダーで膜厚を厳密に制御できる革新的な
無電解めっき技術の確立

東海林敦
東京薬科大
学

局所空間や遠隔地における物質の計測に有用な光ファイバー表面プラズモン
共鳴 (SPR) センサーを安価に作製するために、膜厚を精密制御できる無電解
めっき装置を開発した。この装置では、金属ナノ薄膜の膜厚をモニターしながら
無電解めっき処理を行うことができる。それにより、無電解めっき反応を利用し
て、光ファイバー SPR センサーを作成することに成功した。作製したセンサー
の応答は、スクロース溶液の濃度と良好な直線関係を示したことから、化学セン
サーやバイオセンサーに応用可能であることが示唆された。製品化に向けて、
実験室レベルで実証した光ファイバー SPR センサーの作製法をスケールアッ
プすることを目指していく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に膜
厚をモニターしながら均一に無電解めっきを行う技術開発に成功し、企業の
ニーズに応える有用性を示すことができたことは評価できる。技術移転の観点
からは、ニーズ元企業が有している技術だけでは作製困難であった製品の事
業化に向け大きく前進したことから、その実用化が望まれる。環境や衛生分野
などへの応用展開が可能であることから、今後は、産業界の発展に貢献できる
ような計測技術になることが期待される。

組織構築を誘導するセルロースナノファイバー培養場の開
発

武田直也 早稲田大学

[研究開発目標の3項目と成果] [1] 3次元培養場中のCNFの状態と構造の解
明； CNFはゲルファイバー3次元培養場中で集合してある特徴的な構造を形成
し、細胞の挙動を制御し得ることを明らかにした。 [2] 組織形成へのCNFの影響
の解明； 大きさならびに化学的特性の異なる様々なCNFについて評価を行い、
特定の形状のCNFのみが他と異なるレオロジー特性を示しかつ組織形成を誘
導しないことから、組織形成誘導にはCNFの形状と[1]の特徴的な構造が重要
なことを明らかにした。 [3] 長大な成熟組織を構築するCNF含有3次元培養場
の作製方法の確立； CNFに前処理を施して細胞を均一に分散・担持する3次元
ゲル培養場の作製手法を確立し、CNF濃度や細胞密度を最適化し、長大な生
体組織の作製を達成した。 [今後の展開] 作製した組織の移植治療への応用
に向けて、動物実験へと展開する予定である。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に、①3次元培養場中のセルロースナノファイバー(CNF)の状態と構造の解明、
②組織形成へのCNFの影響の解明、③長大な成熟組織を構築するCNF含有3
次元培養場の作製方法の確立、の当初目標を達成したことは、顕著な成果で
ある。技術移転の観点からは、本研究成果のCNFの３次元細胞培養場で作製さ
れた組織の移植医療への応用が期待される。

瞳孔変動を用いたキャリブレーションフリー視線入力システ
ム

金子寛彦
東京工業大
学

視線により情報入力を行う装置の開発を進めた．本手法では，入力情報が並ぶ
画面の個々の領域の輝度変動と，それらのいずれかを注視する使用者の瞳孔
径変動を比較することで視線位置を特定し，情報入力を行う．今回の開発期間
では，基本アルゴリズムを開発し，精度の向上，高速化を進めた．その結果，本
手法が，実用化に十分耐えうる速い入力速度で高い精度を備え，従来用いられ
ている手法と比較して，使用前の校正プロセスが不要，実際に視線を向けなくと
も注意のみを向けることにより情報入力が可能，といった画期的な特徴を持つ
ことを示した．今後は，機器の使用を想定している多くの萎縮性側軸硬化症
（ALS）患者に試作機を使用していただき，詳細なニーズや問題点を明らかにす
るとともに，ハードウェアに関する検討を行い，製品となるシステム開発を進め
る．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にマ
ウスやキーボードなどが使用できない障害者のための視線により情報入力を行
う画期的な特徴を持つ装置の開発を進めたことは評価できる。技術移転の観点
からは、基本的なアルゴリズムを決定し、試作機を製作して利用想定者による
評価ができたことから、その装置の実用化が望まれる。今後は、使用を想定し
ている多くの患者に試作機を使用してもらい、詳細なニーズ・問題点の把握や
細かいパラメータの決定など、実用化を達成するための取り組みを進めること
が期待される。

地産地消型水素エネルギーシステムの実用化を指向した、
水電解用の高耐久な非貴金属酸化物酸素発生極の開発

石原顕光
横浜国立大
学

固体高分子形水電解の低コスト化を目的とした酸素発生反応に対する貴金属
代替触媒の実現に向けて、酸化ジルコニウム及び異元素ドープ酸化チタンが、
酸性電解質中において、再生可能エネルギー特有の電位変動に対して高耐久
であり、かつ実際の水電解に使用可能なレベルの酸素発生触媒能を有すること
を明らかにした。さらに、絶縁性の高い酸化物であっても、粒子径や厚さが数ナ
ノメートル以下であれば、トンネル電子透過によって、酸化物全表面積が電気
化学的に有効に機能することを明らかにした。実用化に向けて今後解決すべき
課題として、触媒酸化物と導電性酸化物担体界面の半導体特性の解明と制
御、及び激しい気泡の発生にも触媒が剥離・脱落しない電極構造の工夫が必
要であることがわかった。

当初目標はある程度達成し、技術的なポテンシャルが実証されつつあることは
評価できる。しかし、基礎的な課題が多く、技術移転につなげるためにはさらな
る基礎研究上の成果が必要である。基礎研究を通じて、技術的な展開を行うた
めに必要な基礎原理・指針を明確にすることに関して、技術的検討やデータの
積み上げなどが必要と思われる。今後は、実用上のポテンシャルを表す性能指
標に紐づけされた特性に関する基礎的な知見・指針を確立することが望まれ
る。
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水道システムの高度化に向けたインライン・メンテナンスフ
リーの残留塩素計測機能付水道メーターの開発

岡崎慎司
横浜国立大
学

本研究開発で提案する全固体型残留塩素センサを水道メーターに適用するた
めの技術的課題として感度、選択性、安定性について検討した。まず、自然電
位の差分を検出する全固体起電力型センサの基盤を確立するために、様々な
電極材料の評価を行ったところ、残留塩素のカソード還元に対してPtが非常に
高い活性を示すことが分かった。次いでTaもある程度の活性を示し、検知極とし
て有望であることが分かった。一方、Wや合金材料であるSUSは残留塩素に対
する感度が低く、補償極として有効であることが分かった。そこで、Pt検知極と
SUS316補償極を組み合わせたセンサ電極の性能評価を行った結果、水道法に
より定められている残留塩素濃度0.1mg/Lに対して、数値目標であるセンサ出
力電圧10 mV以上を大きく上回る100 mV以上の大きな感度が得られることを明
らかにした。選択性に対する数値目標として、水道水環境の変動因子としてpH
や電気伝導率等、様々な外乱因子についても定量的評価を行うことができた。
今後、実フィールドでの適用を行う産官学連携の取り組みに発展させ、当該技
術の実用化を加速する。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に研究者の基礎的検討により使用素材の最適化が図られた。企業が懸念する
環境要因に対する耐性は極めて高いことが実証されたことは顕著な成果であ
る。技術移転の観点からは、起電力計測、全固体センシング、簡単な構造と
いった、実用化に有利な特色に加えて、性能面での不安面も大きく解消できた
ことから、実用化の加速が期待される。懸念される問題のほとんどがクリアされ
ていることから、残った若干の懸念点を研究者が払しょくし、企業主導の本格開
発に早々に移行できることが期待される。

深層学習を用いた図面解析による生産工程・作業担当の
最適化管理システムの開発

野中尋史
長岡技術科
学大学

機械学習に必要な教師データの作成，畳み込みニューラルネットワークのパラ
メータ調整とモデル決定，最適な作業者割り振りのためのランキング法開発に
取り組んだ．教師データは作成済みである．ただし，畳み込みニューラルネット
ワークのパラメータ調整とモデル決定については，当初想定したモデルではパ
フォーマンスが発揮できなかったため，最終的なモデルでは文字・寸法線の認
識・除去に畳み込みニューラルネットワークベース（EASTを使用）の手法を使用
し，一方で，工程の割り振り（ラベリング）にはパーシステンスホモロジーと階層
的クラスタリングを組み合わせた手法を開発した．認識・除去のF値は0.7で，図
面・寸法線が除去された理想状態ではF値が0.9であった．ランキング法につい
ては，各工程と作業経験量（請負数）を特徴ベクトルとするクラスタリングにより
請負業者を分類したうえで，その負荷をモニタリングすることで実現可能なこと
を示した．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に畳
み込みニューラルネットワークのパラメータ調整とモデル決定は，文字・寸法線
の認識・除去に畳み込みニューラルネットワークベース（EASTを使用）の手法を
使用し，性能を評価するF値 0.7 を達成したことは評価できる。技術移転の観点
からは、製造業でニーズが高い図面に関する作業の効率化を目指した本研究
開発の「深層学習を用いた図面解析による生産工程・作業担当の最適化管理
システム」は、早期の社会実装が望まれる。

新規嫌気-好気システムによる自動車部品工場から発生す
る廃水処理方法の構築

渡利高大
長岡技術科
学大学

本研究では、新規嫌気-好気システムによる自動車部品工場から発生する廃水
処理方法の構築を目的に、廃水の分解特性の評価及びUASB-DHSシステムを
用いた連続処理実験を行った。実験の結果、目標どおりに自動車部品工場から
発生する廃水を高効率に処理するだけでなく、エネルギー回収が可能になっ
た。加えて、本廃水を分解すると考えられる特異的な微生物種を特定し、この微
生物を高濃度で保持することでさらなる高速処理が可能になると考えられる。今
後は、スケールアップを行い実際の工場への適用を目指し最適化を行う。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に新
規嫌気-好気システムによる自動車部品工場から発生する廃水処理方法の構
築を目的に、UASB-DHSシステムを用いた連続処理実験を行った結果、目標の
自動車部品工場から発生する廃水の高効率処理とエネルギー回収を達成した
こと、及び本廃水を分解すると考えられる特異的な微生物種を特定したことは
評価できる。技術移転の観点からは、上記微生物を高濃度で保持することによ
る高速処理化、及びスケールアップによる実際の工場への適用を目指した最適
化が予定されていることから、実用化が期待される。

スマートフォン取り付け透過型表面プラズモン共鳴バイオセ
ンシングシステムの開発

馬場暁 新潟大学

本研究開発は、家庭でも健康診断が可能となる、簡便で高感度・高精度な尿セ
ンシングシステムを目指し、スマートフォンに取り付け可能な表面プラズモンセ
ンサーの構築とセンシング技術の確立を以下のように行った。（１）表面プラズ
モン励起可能な5チャンネル流路への白色光照射によるスマートフォンでの検
出システム構築、（２）クレアチニンと金微粒子の凝集状態変化を利用した、尿
中でのクレアチニン・グルコース・タンパクとの選択的・同時検出システムの構
築。システムの構築と検出感度など、概ね開発目標を達成することができた。今
後は、更なる高感度・高精度化を目指すとともに、測定チップ部材や診断アルゴ
リズムなどについても共同研究を進めることで技術移転が進むと考える。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に①
表面プラズモン励起可能な5チャンネル流路への白色光照射によるスマートフォ
ンでの検出システムの構築、②クレアチニンと金微粒子の凝集状態変化を利用
した尿中でのクレアチニン・グルコース・タンパクとの選択的・同時検出システム
の構築、の目標を概ね達成できたことは評価できる。技術移転の観点からは、
本課題で目指すスマートフォンに取り付け可能な表面プラズモンセンサーとセン
シング技術を取り込んだ簡便・高感度・高精度な尿センシングシステムは、家庭
での健康診断を実現することが期待される。

リアルタイムイメージング可能な次世代型完全非侵襲3次元
流速計測装置

秋口俊輔
富山高等専
門学校

本申請では、研究開発期間において①「計測領域の拡張」と②「リアルタイムイ
メージング」の２点を目標とした。①の解決として、音響光学素子を組み込んだ
多点同時計測レーザードップラー流速分布測定装置について、従来の点計測
から面計測に拡張した装置の開発を行い、計測実験を行った。その結果、時間
空間分解能、流速方向の取得など、目標としていた項目を満たしたことを確認し
た。②の解決としては、ADボードを導入したGPGPUソフトウェアによる高速処理
が可能なシステムを構築し、その結果、処理速度の目標数値を達成した。今後
は特許申請に向けた装置の改良に取り組む。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に①
多点同時計測、②高速な解析処理及び処理結果のイメージングが達成された
ことは評価できる。技術移転の観点からは、DVの技術を基礎とした流速計測シ
ステムに取り組んだ課題であり、計測領域の拡大と時間分解能の向上は汎用
性の高い流速計測システムを構築するための必要条件であるので、これを基盤
に小型化、低コスト化について新規の連携先を模索し、転用先としても医工学
分野を想定して装置化を進めることが望まれる。

生体適合性が高く、有害物を含まない高純度マグネシウム
の生体内における溶解性及び強度を経時的に制御する技
術の開発

井上誠
富山高等専
門学校

現在インプラントとして用いられているチタン合金は､強度は高いが生体内で溶
解しないため治癒(骨接合)後再手術で取り出す必要がある。一方､生体内で溶
解する高分子系樹脂は､強度が低く溶解が速いためインプラントとしての使用部
位が限られる。純度99.9%(3N)のマグネシウムの溶解は速いが、純度99.99%(4N)
になると溶解が極めて遅くなる。ただし純度向上により強度は低下し､インプラン
トとしては使用できない。強度を向上させるために､高純度マグネシウムへのZn
の添加、及び､押出・鍛造の加工付与で緻密化をはかり、強度向上を図った。ま
た異方性はあまり大きくないことも判明した。想定した目標通りの強度は達成し
た。溶解性を満足する材料については、再現性を確認する必要があるため、溶
解メカニズム解明を含めて、今後詳細に検討する必要がある。生体内溶解性を
経時的に模擬できる擬似体液中の浸漬実験方案はほぼ確立しつつある。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に
Zn含有量と型鍛造により､高純度Mgの強度向上(引張強さ200MPa以上)を図る
ニーズに対して、ほぼ満足する成果が得られたことは評価できる。技術移転の
観点からは、生体内インプラント材料として､治療が終わるまでは強度を維持し､
治療終了後は速やかに消滅する機能を持ち､生体適合性が良好な新規材料の
開発として､極めて有効は材料だと考えられることから実用化が望まれる。今後
は、既存のTi系、高分子系材料等から置換できる可能性があること、それに向
けた詳細な強度向上策を企業と連携し進めることで実用化へ進むことが期待で
きる。

ダイヤモンド放熱基板の低コスト製造技術の開発 徳田規夫 金沢大学

本研究開発では、我々が開発したNi基板上ダイヤモンド膜の自然剥離による自
立化プロセスをマイクロ波プラズマCVD法から、大量製造可能な熱フィラメント
CVD法に適用可能であることを実証した。また、自然剥離面の表面ラフネス低
減化にも取り組んだ。その結果、新規ダイヤモンド核形成プロセスを開発するこ
とにより、既存プロセスと比べると半分以下のラフネス値となる技術を開発した。
更に、局所的な領域では、基板に用いた鏡面Niの表面ラフネスとほぼ同等のダ
イヤモンド膜剥離表面が得られた。以上のことから、我々の技術がダイヤモンド
自立基板の低コスト化に有効であり、今後、放熱基板だけでなく幅広い応用が
期待される。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でもマイクロ波プラズマCVD法から、大量製造可能な熱
フィラメントCVD法に適用可能であることを実証したことは評価できる。熱伝導率
の向上、表面ラフネスの低減について、課題解決に向けた取り組みを行うこと
で、技術移転可能になることが期待される。今後は、ダイヤモンド放熱基板の低
コストが進めば、自動車分野では、電装化の進展や環境対応車の普及、産業
分野では、生産現場の自動化の進展など、今後成長するとみられる自動車分
野や産業分野のパワーモジュールでの採用が期待できる。

腫瘍部位と毛細血管網を有するデザイナブル三次元組織
の作製とその薬剤評価系への応用

仁宮一章 金沢大学

本研究では、「細胞凝集塊（スフェロイド）の内部や表層に血管内皮細胞を配
置」し、さらにその「スフェロイドを剣山の針と針の間に配置」することで、結果と
して、組織の活性維持に重要な大小2種類の血管構造を有する三次元組織を
「精密」かつ「高速」に作製した。また、創薬用を目指し、作製した「毛細血管構
造を有する三次元組織」の作製の際に、中央にがん細胞のスフェロイドを配置
し、三次元腫瘍モデル組織も作製した。様々な「ミニ臓器」さらには腫瘍などの
病変部位を所定の場所に配置した「モデル三次元病変モデル」を作製でき、そ
の薬剤評価系への応用といった基盤技術構築が期待できるため、波及効果は
計り知れない。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に細
胞凝集塊(スフェロイド)の内部や表層に血管内皮細胞を配置し、さらにそのス
フェロイドを剣山の所望の位置に配置することで、組織の活性維持に必要な2種
類の大小の血管構造を有する三次元組織を構築したことは評価できる。技術移
転の観点からは、cmサイズの三次元組織作成や、それを用いた製品開発へと
つなげていくことが切望される。今後は薬物評価ツールとして三次元組織構築
基盤技術として、薬学、医学、工学系と連携し新しい再生医療分野の市場を開
拓していくことが期待される

フッ素表面処理技術を用いた高耐酸化性および高導電性
を有する銅粉末と銅ペーストの開発

金在虎 福井大学

本研究では、強固な酸化皮膜をもつ銅粉末に対して、フッ素ガスを用いた精密
表面処理を行い、銅粉末の表面に高耐酸化性のフッ化皮膜を形成することで、
高温・大気中でも銅ペーストの製造が可能な非酸化銅微粒子の開発と高導電
性や高密着性を有する銅ペーストの作製を試みた。高耐酸化性と高導電性を
有するフッ化銅粉末の作製について、酸素とフッ素の混合ガス雰囲気で表面処
理を行った銅粒子の場合、大気中で200℃以上に加熱を行っても重量増加はな
く、高耐酸化性を示していた。また導電性試験を行った結果、未処理試料

（9x10
-2

/Ωcm）より2倍ほど高い数値を示した。さらに樹脂材料と溶剤と混合す
ることで、高密着性を有する銅ペーストの作製にも成功した。課題であった大気
中での耐酸化性と導電性の改善が可能となり、今後の産学官共同研究への展
開に期待できる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に精
密フッ素化処理技術を銅粒子へ適用し、容易に表面改質が可能となり、高耐酸
化性をもつ銅粒子の作製ができたことは評価できる。技術移転の観点からは、
銀粉末と比べ、銅粉末は同程度の高い導電性をもち安価で代替材料として有
力視されており、特に耐酸化性や導電性などの課題が解決できれば、応用拡大
が期待できることからも実用化が望まれる。地元企業においても活用が可能な
技術であり、業界が求める高性能・高信頼性をもつ技術として、新たな展開の可
能性と、地域における波及効果も期待する。

タンパク質掲示ナノファイバー膜のワンステップ製造技術の
開発

藤田聡 福井大学

エレクトロスピニング法を用いて、リガンドタンパク質で表面修飾したナノファイ
バー膜をワンステップで作製し、これを用いて抗体分離を実現できる技術の開
発を目標とした。芯鞘ノズルを利用した装置により、ポリマー・溶媒、および紡糸
条件を検討することで、リガンド分子の表面固定化条件を決定した。また電子顕
微鏡観察および分光測定により、リガンド分子の表面担持の確認をした。次に
抗体吸脱着の定量評価により、従来品と遜色のない性能を有したアフィニティ
分離材としての利用可能性が示された。これらの知見をもとに、今後、大量生産
技術の開発と作製した大型シートを利用しての通液特性の評価等の実用化に
向けた検証が必要と考えられる。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
エレクトロスピニング法を用いてリガンドタンパク質で表面修飾したナノファイ
バー膜をワンステップで作製するにあたり、芯鞘ノズルを利用した装置により、
ポリマー・溶媒、および紡糸条件を検討することで、リガンド分子の表面固定化
条件を決定したことは評価できる。技術移転の観点からは、低コスト・高効率で
バイオ医薬品の安定供給が可能となることから実用化が望まれる。今後は、タ
ンパク質の種類やナノファイバーの材質を変更することで、様々な応用が考えら
れることから、抗体精製以外の分野への展開も期待したい。

胚環境操作による糖尿病DOHaDモデルマウスの確立と生
産

岸上哲士 山梨大学

現在日本では、糖尿病を含む生活習慣病が大きな問題になっており、日本国内
の糖尿病が強く疑われる成人が推計で１千万人に上り、今後さらに罹患者数は
増大すると危惧されている。その発症リスクは胚や胎児期の環境の影響が大き
いことが明らかになりつつある（DOHaD説）。本研究開発の目的は、DOHaD説に
基づいて代表者が開発した新規胚環境操作技術を用いて、遺伝的変異によら
ず糖尿病を発症する疾患モデル動物を作出し、企業において生産することであ
る。その結果、胚環境の違いのみで糖尿病の症状を示すマウスが作出でき、ま
た企業において同様のマウスを生産することに成功した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
発生工学による遺伝変異ではなく、胚や胎児期の環境操作のみで成体におい
て重篤な生活習慣病を自然発症する、再現性の高いモデルマウスの作出技術
が確立されたことは評価できる。本研究開発を通じてニーズ元企業においても
モデルマウスを生産できることが確認され、同社から生産・販売できる体制が構
築できたことも評価できる。今後は、様々なマウス系統でのモデルマウス作出を
可能とするとともに、疾患モデルマウスについて興味をもつ企業のニーズを把
握し、それに合わせたマウスや他の動物種の開発研究を行っていくことが期待
される。
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センサフュージョンによる溶融金属の注湯プロセス計測技
術の開発

野田善之 山梨大学

実際の溶融金属を用いる注湯現場に適用可能な注湯状態推定システムを開発
し、自動注湯機や熟練者の手動注湯作業を同一評価基準で定量的に評価す
る。そして、鋳物品質を良好にする注湯状態を明らかにすることが本研究開発
の目標であった。この目標は、本研究開発の成果によって概ね達成された。特
に、手動注湯作業に対して注湯状態が定量的に評価できたことは、鋳物生産技
術の発展に大きく貢献するものである。今後は、サンプル数を増やし、かつ多様
な鋳物製品の生産工程へ適用していくことで、評価方法の一般化を進めてい
き、注湯工程の高度化を推進していく予定である。また、注湯状態推定システム
を量産化ラインへ適用できる実用化システムへと発展させていく予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に画
像やセンシングにより、注湯状態を高精度で推定可能な技術を確立したことは
評価できる。技術移転の観点からは、本技術を適用して企業内の様々な鋳物
製造現場での注湯に関する高精度計測を通じた課題解決に向けた実用化が望
まれる。今後は、品質改善、自動化、技能継承など様々な可能性を秘めている
ので、企業の積極的な活用を促し、実用上重要な改善が進展することが期待さ
れる。

石油精製硫黄を用いたSnS次世代太陽電池の開発：太陽
電池製造首位奪還への戦略

柳博 山梨大学

石油精製硫黄を用いて作製したSnSにより太陽電池実現への可能性を探る研
究を展開した。石油精製で得られた硫黄を用いて作製したn型単結晶、p型薄膜
の電気特性は高純度試薬を用いて作製したそれらと同等の電気特性を有して
いることを明らかにした。n型単結晶上にp型薄膜を製膜することでpnホモ接合を
試作し、整流特性を得ることができた。今回作製した単結晶試料ではPLを観測
することができなかった。このことは多量のギャップ内準位もしくは表面準位の
存在を示唆しており、SnSを用いた太陽電池実現のためにはこれらの欠陥への
対処が不可欠であることが明らかとなった。イオン注入によるn型化も試みた
が、実現には至らなかった。さらなる諸条件の最適化が求められる。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも育成した結晶そのものの品質が、試薬原料から得た
ものと差がないことを確認できたことは評価できる。未達となった目標の改善策
については、基礎研究的なアプローチから基礎的、抜本的な解決につなげるべ
く、技術的検討やデータの積み上げなどが必要と思われる。今後は、硫黄を用
いたデバイスについては根本的なメカニズム等の理解を強化することで、着実
な技術開発へ移行できるような知見の蓄積が望まれる。

硝酸性窒素を除去可能な小型浄水器への搭載に向けた多
孔性無機吸着材の開発

簾智仁 信州大学

無機結晶材料による硝酸イオンの除去において求められる造粒フリーでの高い
吸着速度を実現すべく，100μm以上の粒子サイズをもつ作製手法の確立を目
標とした。sol-gel法により得たゲルを凍結乾燥処理，焼成，化学処理を通して主
としてLDH相からなる数センチメートルオーダーのモノリス吸着材を作製するこ
とができた。この吸着材は，目視でも多孔性であることが分かるだけでなく，
SEM観察からは数マイクロメートル程度の孔をもつことが分かった。さらに，この
孔構造は条件次第で制御可能である。一方で，機械強度には課題があり，実験
条件のさらなる検討によりこの点を改善することで，実用品への搭載がみえてく
ると考えている。

通水・吸着試験はできなかったが、実用上重要な多孔質バルク構造体の作製
に成功した点においては、概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる
可能性が高まった。特に目標としていた粒子径、比表面積を持つバルク構造体
を得ることができ、その作成方法についても基本的なポイントを押さえることが
できたことは評価できる。技術移転の観点からは、本成果によるバルク体の強
度を向上しつつ吸着性能も高く維持した新規吸着材としての実用化が望まれ
る。今後は、明確となった技術課題の優先度を企業と十分に議論の上で共有
し、開発をすすめることが期待される。

レーザー照射金属パターニングによる超高精細・大型透明
電極の開発

小野篤史 静岡大学

本研究開発目標は，研究代表者が開発したレーザー照射金属パターニング技
術により，高精細金属メッシュ透明導電性膜を高速かつ大面積に作製可能な光
学系を構築し，作製した金属メッシュ透明導電性膜がシート抵抗値10 Ω/sq以
下，透過率95 %以上の性能を示すことである．本研究目標達成のため，回折光
学素子を用いた多点照射光学系を構築し，従来のパターニング速度を約50倍
高速化した．さらにレーザー照射条件の詳細な調査および材料開発により，金

属線幅1.0µm，電気抵抗率2.0 ×10
−5 

Ω∙cmの銀細線パターニングを達成した．
金属メッシュ透明導電性膜を試作した結果，シート抵抗値21.4 Ω/sq，可視光透
過率90 %と目標値に近い導電性膜の作製に成功した．今後，企業との連携によ
りタッチパネルサンプルを試作するためのレーザー照射金属パターニングシス
テムを構築する．

基本条件検討結果より、当初目標達成には至っていないが、達成に向けた検
討の方向性は明確となったことから、技術移転につながる可能性が高まった。
特にITOを超える透過率と抵抗率を達成し、今後の開発に向けた指針を得るこ
とができたことは評価できる。技術移転の観点からは、研究者が明らかにした
基本的な条件を活用し、これを具体化できるシステムを構築することを通じて実
用化が望まれる。今後は、さらに広範囲の条件を試験するためにより大型の光
源等が必要と考えられることから、計画的にこうした装置の確保等について検
討していくことが期待される。

作物の生理変化を早期診断することでスマート農業への貢
献が期待されるフォトン検出を用いた次世代の光合成機能
センシングの原理検証

本橋令子 静岡大学

高等植物の栄養欠乏による生理的な変化を遅延発光で検出できるか評価する
事を目的に、N,P,K,Ca,Mg,S,Fe,Bの栄養欠乏培地に栽培したシロイヌナズナを
移植し、経時的に遅延発光を測定した結果、N,P,Fe欠乏の影響を検出する事が
できた。これらは他の測定機器であるクロロフィル蛍光測定や葉緑素計では影
響を検出できない欠乏４日目で事前診断する事ができた。また、遅延発光で生
理変化を検出できる塩濃度、高温、低温、光強度、処理期間情報を取得するこ
とを目標に遅延発光を測定した結果、高温ストレスの影響を効率よく遅延発光
で検出出来る事が解り、作物栽培時の温度ストレス制御に遅延発光が有効で
ある事が解った。しかし、老化・エチレン処理による生理的影響は、葉緑素計以
上の成果は得られなかった。また、遅延発光の実用性評価として、日変動（気
温、光）の遅延発光の変化は夏期を想定した高温の場合、影響があることがわ
かった。葉菜類の栽培管理への実用性の可能性は、シロイヌナズナ同様に栄
養欠乏評価で得られた。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に栄
養欠乏や高温ストレスなど環境変動における植物の生理変化を遅延発光によ
る光合成機能センシングでモニタリングできることを検証できたことは評価でき
る。技術移転の観点からは、ひとつの測定手法で植物の栄養欠乏および高温
ストレスの影響を検出できる技術の実用化が望まれる。今後は、産学共同研究
の体制を補完・強化し、本研究で得られた知見が幅広い作物に利用可能かどう
かの検討、AI等を活用して測定結果を自動で判別する方法、オンサイトで測定
可能な簡易装置での検知の可否の検討を行うことが期待される。

機能性食品開発を目的とした紅茶成分テアフラビンの口腔
内フローラに及ぼす効果の検証

刀坂泰史
静岡県立大
学

本研究の具体的な課題2点に対して得られた成果は下記である。①ヒトに対す
る効果の確認：プラセボ群との比較において歯周病原細菌Prevotella
intermedia(P.intermedia) に対するテアフラビンの有効性が認められた。②各種
口腔内菌に対するテアフラビンの直接的効果の検証と作用機序の検討：
P.intermedia菌に対する直接殺菌効果は認められなかった。しかしながら、テア
フラビンでは血液培地に溶血環が見られず、細菌の溶血毒に対する効果を有
する可能性が示唆された。本研究よりヒト介入試験において歯周病原細菌に対
するテアフラビンの有効性が示唆された。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
テアフラビンの効果の検討により、間接的な作用であることが示唆されたものの
歯周病原細菌に対する有効性が認められたことは評価できる。今後は、本実施
課題の成果を論文化することで機能性表示食品の関与成分としての開発研究
を完了することが期待される。これにより、テアフラビンを含有する、歯周病原細
菌に対して抑制効果のある機能性表示食品の実用化が望まれる。さらに、テア
フラビンを配合した食品が機能性表示食品となり、消費者の口腔ケア分野での
選択肢が増え、市場の活性化につながることが期待される。

慢性的薬効および毒性評価を目的としたヒトiPS細胞培養シ
ステムの開発

黒川洵子
静岡県立大
学

ヒトiPS細胞をはじめとした幹細胞由来分化心筋細胞を用いた慢性的薬効およ
び毒性評価において、分化心筋細胞の機能を長期に維持できる機器の社会的
ニーズに対応するため、研究代表者らは、デリケートな培地交換・薬液投与を
可能とするシステムの開発を株式会社東海ヒットと共同で行った。培地吸引供
給の際の物理的ストレスの軽減、実験者による過誤リスクの回避、厳密な温度
管理の３点を技術的課題とし、機械のデザインから試作、そして細胞実験の結
果に基づくシステムの最適化を行い、全ての項目の課題を達成した。本技術
は、分化細胞などの接着が脆弱な細胞の培地交換の操作精度を確実に向上
し、慢性実験の実現化に貢献する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に幹
細胞由来分化心筋細胞を用いた慢性的薬効および毒性評価において、培地交
換時のストレスを軽減するという目標を達成したことは評価できる。技術移転の
観点からは、市販iPS細胞由来心筋の株間差を見いだし、培養細胞ごとに詳し
いプロトコルの設定が必要であるという課題を解決することで実用化が望まれ
る。今後は、心臓安全性評価のICHガイドラインに関する動向から想定されるよ
うに、分化心筋細胞を用いた機能解析システムのニーズが増大すると思われる
ことから、その実用化を進めることが期待される。

セラミックスを用いた清酒の品質劣化抑制技術の開発 三井俊
あいち産業
科学技術総
合センター

特定のセラミックスを選抜し、食品工業技術センター製吟醸生酒を対象に接触
条件を検討した結果、i-Val生成量及び接触前後での生酒成分値を指標とした
数値目標を満たすセラミックス接触条件を確立できた。本接触条件を様々な生
酒に適用し効果を検証した結果、食品工業技術センター製吟醸生酒と同程度
のi-Val活性の生酒には有効であったが、i-Val活性の高い生酒にはセラミックス
が多く必要であった。しかし、スケールアップ時の現場レベルでのろ過性の評
価、貯蔵生酒の官能評価等で良好な結果が得られ、セラミックスを添加、接触さ
せるだけで、香り劣化を抑え且つ官能的にも酒本来の香味を損なわないという
企業ニーズを満たした技術を確立できた。今後は、必要セラミックス量設定のた
めのi-Val活性測定系の迅速化を図っていく。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に目標に設定した香り劣化因子（i-Val）生成量、接触前後での生酒成分値等の
数値目標を満たす接触条件を確立できた。既存のろ過技術と比較しても、i-Val
抑制効果は同等であり、官能面ではより優れた評価が得られたことは、顕著な
成果である。技術移転の観点からは、高価な設備や複雑な操作が不要で、初
期設備投資不要で、既存工程に組み込めるため、中小の酒造会社に向いた簡
便で効果的な品質安定化技術として、生酒の常温流通や賞味期限延長に関し
て、実用化が期待される。また、輸送時間が掛かる海外への販路拡大にも、大
きく貢献することが期待される。

呼気酸素をリアルタイムに計測する半導体式酸素センサの
開発

伊藤敏雄
産業技術総
合研究所

本研究では、呼気酸素濃度計測の携帯型代謝測定機に用いられる酸素センサ
の提供のため、高速応答性と雑ガス影響低減性を持つ半導体式「バルク応答
型」酸素センサについて、呼気のリアルタイム計測用途ならではの高度なシグ
ナル安定性を得るため、多様な角度から最適化を行い、最終的に高温駆動に
耐えうるセラミックス積層センサ作製技術を確立させる課題を設定した。これに
より、呼気酸素濃度計測に必要な性能を満たすための目標として、応答速度お
よびドリフト幅の低減の数値目標を設定した。本研究により、セラミックス積層セ
ンサを実現して、設定した数値目標を達成し、再現性の確保といった実用化に
向けた新たな課題を見出すことができた。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に当
初目標に掲げた、呼気酸素濃度計測用途に必要な応答速度、ドリフト幅につい
ての数値目標を達成したことは評価できる。技術移転の観点からは、ニーズ元
企業と良好な関係にあり、新たな課題に対しても技術課題を共有し解決へ共同
で取り組む姿勢が伺え、実用化が望まれる。今後は、課題が明らかになってお
り、具体的な研究開発計画を至急立案し、研究資金確保に向けた活動を進め、
世界的にも競合力をもつ携帯型呼吸代謝測定器の実用化が期待される。

超並列単一細胞操作のための透明マイクロノズルアレイの
開発

永井萌土
豊橋技術科
学大学

超並列単一細胞操作のための透明マイクロノズルアレイの開発に対して，以下
の3つの目標1)～3)に分けて研究開発を行った．1) 10×10透明ノズルアレイの

開発：10–100ノズル/mm
2
の高密度化に成功し，12×16ノズルアレイを作製完了

した．2) 10×10ノズルアレイを用いた溶液と単一細胞並列操作の実証：12×16
ノズルからの溶液吐出，4×4ノズルでの並列単一細胞操作を示した．3) 高歩留
まりの製造技術，並列化プロセスの実現：部分的な歩留まりを80%に改善した．
単価3,000円に低減して，並列的プロセスの部分的な実現が可能となった．今
後，12×16ノズルアレイを用いた細胞操作とウェル内配置を実証し，さらには全
体的な歩留まりと単価の低減を進め，実用化を進める．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に透
明ノイズアレイ拡張／高密度実装、単一細胞並列操作の実証、高歩留まりの製
造技術の達成については評価できる。製造プロセスについては特許出願に向
けた準備を進めており、装置や人への依存性も低く企業への技術移管も容易で
あり実用化が望まれる。今後は並列的な細胞機能解析、PDMSを用いた工程の
並列化、製造価格の低減などの推進が期待される。

集積化マイクロLEDアレイ技術の高解像度プロジェクタへの
展開

若原昭浩
豊橋技術科
学大学

大学保有の技術を基にGaN系マイクロLEDアレイおよび専用駆動回路を一体化
することで、ニーズ企業のプロジェクタシスタムの小型軽量化を目指した。マイク
ロLEDアレイに関しては、ニーズ企業の投影光学系に組み込むことにより、想定
している小型化が可能である事を確認した。研究期間内に設定目標のLED輝度
を達成できなかったものの、解決の方向は見いだせている。駆動回路および熱
解析については有用な知見を得ており、基本的コンセプトの実現が可能である
事を確認した事から、概ね達成できたと判定された。成果は特許出願および解
析ツールとしての公開により普及を図っていく。以上に加えて、本課題を通して
新たな応用・展開の道筋についても知見を得ることができた。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも難度の高いデバイス設定を行い、試作の上その評価
まで行うことができたことは評価できる。試験装置の故障等あったが、当初計画
していた事項に関して、引き続き技術的検討やデータの積み上げなどが必要と
思われる。現状では企業が求めるスぺックを達成する基本構成が確認された状
況にはないので、早期に追加試験等により実証を図ることが望まれる。

7



研究開発課題名
研究代表者
氏名

所属機関 課題の総括 事後評価所見

半導体カーボンナノチューブの低コスト大量分離プロセスの
開発

大町遼 名古屋大学

当該年度は、（１）気相流動法による単層CNTの直径制御合成、（２）ATP法によ
る半導体CNTの分離、（３）デキストランの安価な多糖への代替、の３つの開発
目標に向けて、研究を行った。（１）について、中心直径は目標である1.5nmへの
制御を達成したが、ばらつき（±0.3 nm）が存在するため、今後はさらなる制御
を試みる。（２）について、（１）の直径を制御したCNTを用いて分離を行い、高い
純度での半導体CNTの分離を達成した。今後は別法での純度評価を行うととも
に、トランジスタ特性評価を行う予定である。（３）について、（３）について、安価
な多糖を用いた、半導体CNT分離に成功した。大幅なコストダウンが見込める
だけでなく、既存物質以上の分離条件を見出している。本項目は当該年度内に
開発目標を達成した。今回の研究開発では、安価かつスケーラビリティの高い
半導体性カーボンナノチューブ分離にフォーカスした。研究代表者の独自技術
である水系２相分離（ATP）法を改良し、高価な多糖を安価な水溶性食物繊維に
代替することで、低コストで半導体性カーボンナノチューブの分離が可能になっ
た。研究開発目標として挙げた３つの目標について、いずれの項目においても
ほぼ目標数値を達成するに至った。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に、研究開発目標として挙げた、単層ＣＮＴの直径制御合成、ＡＴＰ法による半導
体ＣＮＴの分離、安価な分離溶剤への代替可能性評価、以上３つの目標につい
て、目標数値を達成するに至ったことは顕著な成果である。技術移転の観点か
らは、本技術の適用市場が明確に企業と大学で共用されており具体的な計画
があることから、実用化が期待される。今後は、本研究により開発された分離法
により半導体CNTの高純度化や低コスト量産・安定供給できる分離プロセスの
実用化が期待される。

超耐熱合金切削工具用の超硬質刃先材種の開発 長谷川正 名古屋大学

研究開発目標は，超耐熱合金の切削加工に特化した工具刃先の材種を開発す
ることである．具体的には，材種候補選定，焼結体合成，焼結性・反応親和性
調査，単結晶育成，物理特性調査である．材種として金属窒化物を選定し，汎
用マルチアンビル型超高圧発生装置による高圧合成によって，新規タングステ
ン窒化物を発見するとともに，３種類のタングステン窒化物の体積弾性率が従
来材種のタングステン炭化物に相当する高い値であることを明らかにした．バ
ルク焼結体の合成に成功し，焼結性を明らかにして最適合成プロセス条件を見
出した．さらに，本物質群に最適な結晶成長フラックスを見出し良質単結晶の育
成に成功し，工具刃先として供するための大型化の目処をつけた．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。研究
開発項目の、焼結体の合成、焼結性と反応親和性の調査、単結晶の育成、物
理特性の解明はほぼ達成された。特に、最重要開発目標である材種の選定と
その焼結体および単結晶の育成に成功し、体積弾性率について従来の炭化タ
ングステン並みの高い値であることは評価できる。技術移転の観点からは、被
削体である航空機部品の課題解決に直結する成果で、航空機の製造技術全般
の高度化に関わり、航空機産業への波及効果は計り知れない。今後は、航空
機産業以外にも超耐熱合金の応用が期待される幅広い他産業分野に展開する
ことが期待される。

永久磁石発泡ウレタンエラストマーと環境振動発電デバイ
スの開発

岩本悠宏
名古屋工業
大学

本申請では，現行技術（圧電素子や逆磁歪材料）の課題であった圧縮耐久性お
よび低振動数での高い発電量を可能とする新しい逆磁歪材料の開発を目標と
した。本研究開発により外部からの高負荷により大変形し，材料自身がもつ弾
性力により完全形状復元する逆磁歪材料，すなわち永久磁石発泡ウレタンエラ
ストマーの開発に成功した。具体的には，圧縮耐久性（～70%圧縮）と～５Hzとい
う低振動数において～0.7V（無負荷開放状態）の誘導起電圧を実測し，実用化
レベルでの発電を立証した。特に大変形により材料内部磁化が劇的に変化す
る現象を新たに発見した。今後は，更なる発電の最適化を図り，産業への応用
展開を産学協同で実施する。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に多孔
質発泡ウレタンエラストマーの永久磁石化に向けて磁性微粒子の安定分散方
法を確立することが出来、圧縮耐久性と低周波数において整流回路の構築も
可能な誘導起電圧を実測した。また大変形により材料内部磁化が劇的に変化
する現象の発見は顕著な成果である。技術移転の観点から、車両用振動防止
部材である発泡ウレタンエラストマーを用い振動エネルギーの回生が立証でき
たことにより蓄電や電池フリーセンサーとしての実用化に向けての取組みが進
んだ。今後は、形状や物理的特性の高い自由度を生かした鉄道車両、高速道
路等の振動への応用が期待される。

熊本県で産出されるリモナイトを用いた藻類活性化機材の
作製と利用法

倉島彰 三重大学

熊本県に埋蔵されている高濃度の鉄分を含むリモナイトを用い、実使用できる
「リモナイト含有藻類活性化機材」を開発・作製することを目標とした。そのた
め、リモナイトを用いた藻類活性化機材の作製、その機材がワカメ幼胞子体の
生育に与える影響試験、ワカメ以外のコンブ類配偶体の生長、成熟の制御法の
開発を試みた。その結果、リモナイトを含有した機材の作成は強度を除いて目
標を達成し、養殖現場に近い条件でワカメ幼胞子体の生育を促進する効果も見
られた。しかし室内実験ではコンブ類への成熟促進効果が不安定であり、制御
法は確立できなかった。そのため必要なリモナイト含量などの詳細は明らかに
できなかったものの、藻類活性化機材の基本的な作成法を開発できた。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも機材の基本的な作製方法とフリー配偶体を用いたワ
カメ種苗生産への効果については概ね達成できたことは評価できる。機材の強
度や、量産化に向けての簡便な作成方法の検討に関して、技術的検討やデー
タの積み上げなどが必要と思われる。今後は、養殖現場での使用をイメージし
たリモナイト機材の使用量、使用時期等、種苗育成との相関の明確化に向けて
養殖試験現場に近い条件での実験推進が望まれる。

３次元マイドレスボディに対応した服の生産と販売のための
オーダーメイドデザインシステム開発

増田智恵 三重大学

衣服用体形情報を得るため成人男女の約2500名の予定より多量の３次元体型
情報（物理的情報：サイズ，曲面形状の曲率，感性的情報：イメージ評価）を分
析し，総合的な衣服用体型分類を行った。共同研究の企業と合同で，他にはな
い1次元サイズを用いた仮想的デジタル３D体形を自動生成可能とし，パターン
の自動作成のための新しいシステムを確立した。また体型別デザイン選択支援
情報として，男女の体型別デジタル３D体形の平均人の仮想試着によるデザイ
ン服のイメージ評価を実施して，体型に適したデザイン服の特徴を抽出した。
オーダーメイド生産と販売のための体型別デザイン選択支援とパターン自動作
成の開発を展開した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に企
業と連携し、数千人の3次元人体情報から体表面曲率による総合的な衣服用体
形分類を構築し、その分類と近似させることにより、数か所の人体寸法計測か
ら3次元人台形状の自動生成するオリジナルの技術を完成させたことは評価で
きる。技術移転の観点からは、現時点でも衣服購入希望者の体形の数カ所を
測定するだけで体型別衣服選別支援情報を提供でき、レコメンデーションシステ
ムとして実用化の可能性は高い。今後は低価格オーダーメイドの衣服販売市場
の創成と拡大が期待される。

協調型無人搬送車の自己位置推定精度向上に関する研究 植村渉 龍谷大学

自律移動搬送車（以下、搬送車）への実装を目指し、左右対称など特徴量の乏
しい構造物の中でも、センサーの自律航法のみで障害物を避けながら数センチ
単位の自己位置精度を確保し、かつ複数の搬送車が協調して動くことを目的に
研究開発を行った。自己位置精度については、自律航法のセンサーとして一般
的に使用されるレーザーレンジスキャナに、設置を工夫したカメラを併用すると
いう簡便な方法で、研究目標の自己位置精度を達成でき、搬送車への実装の
可能性がみえた。一方、新しい制御理論を導入した複数の搬送車の協調動作
については、多様な条件での実証実験中であり、搬送車に実装可能な完成度を
目指し、引き続き研究していく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に
レーザーレンジスキャナにカメラを工夫して併用する実用化に適した方法で、大
型自律移動搬送車を想定した広さと特徴量の乏しい構造物における自己位置
精度を数cm以下で把握することができたことは評価できる。また、フィールド情
報が未知でかつ情報共有ができていない複数台ロボットの協働作業を制御す
る新たな概念を導出、その可能性を立証した。今後は、その制御プロトコルの改
良を行い、搬送その他事業への実用化、応用展開が期待される。

透明樹脂導光体高機能化のための加飾切削技術を活用し
た光環境デザイン設計支援システムの開発

小川圭二 龍谷大学

透明樹脂導光体高機能化のための加飾切削技術を活用した光環境デザイン設
計支援システムの開発を目的に、堅強な産官学共同研究体制を維持しつつ、
当初計画通りに研究開発を遂行した。すなわち、①光学シミュレーションによる
迅速加飾パターン設計技術の研究開発、②光学特性を実現する加飾切削加工
技術の研究開発、③光学特性を実現する加工面品質のための技術の研究開
発について取り組み、いずれのサブテーマにおいても、順調に進捗することが
でき、ほぼすべての開発目標を達成した。しかも、川下ユーザから実製品を想
定した引き合いもあり、実用可能性が示唆された。今後も産官学共同研究体制
を維持して本技術の向上に努め、早期の社会実装を目指す。

概ね期待通りの成果が得られ、実用化レベルに達したと言って良い。特に透明
樹脂導光体の加飾加工技術において、光学シミュレーションによる設計精度の
向上、および切削加工技術の理論的最適化設計方法の構築を行い、実加工レ
ベルにおいても当初目標を達成したことは評価できる。しかしながら、技術移転
の観点からは、本研究成果がニーズ元企業の加工技術の効率化に限定されて
おり、本事業の目的とする今後の産学共同研究による波及効果、社会的インパ
クトへの期待が薄い。今後は、本研究開発の成果をニーズ元企業に限らず、幅
広い分野に応用し社会還元を目指すことが期待される。

ニオブ酸リチウム単結晶ディスク振動型ジャイロスコープ 土屋智由 京都大学

単結晶ニオブ酸リチウム（LN）を用いたディスク型振動ジャイロスコープを提案，
試作，評価した．単結晶LNは高いQ値，高い電気機械結合係数により，従来製
品を超える高精度なMEMSジャイロとして期待される．まず，単結晶材料の機
械，圧電特性の異方性を理論解析とFEMにより，弾性特性が面内で等方な方
位を同定し，この方位において圧電駆動・検出可能な配置を設計した．半導体
微細加工プロセスを用い，振動子を作製した．難加工性材料であるLNは研削加
工でディスク振動子を作製した．振動特性評価から，駆動検出両モードのマッチ
ングを確認し，また共振特性は解析と一致した．ロックインアンプを用いた角速
度検出を試み，数deg/secの回転による出力を確認した．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に単
結晶ニオブ酸リチウムの異方性、難加工性の問題を解決し、有限要素法などに
よる理論解析特性と試作品の実測特性がほぼ一致したことは評価できる。技術
移転の観点からは、当初ニーズ元企業が期待していた静特性の確認だけでな
く、ジャイロセンサとしての動特性評価として角速度出力を得ることができたこと
は実用化に向けた動力となった。既に研究者・企業間で次ステップに向けて課
題の抽出、および研究開発計画を立てられており、今後はそれらに沿って研究
を進められることが期待される。

タンパク質修飾の高次制御法の開発と高機能化への展開 永木愛一郎 京都大学

タンパク質の化学修飾技術の開発は、昨今のバイオ医薬品への注目の高まり
を受け、非常に重要な研究課題である。この背景の下、我々はタンパク質の化
学修飾を高次制御する革新的なコア技術の開発を目標に掲げ、研究に着手し
た。この中で我々はマイクロメートルオーダーの空間内で反応を行うマイクロリ
アクターを用いることで、従来では反応制御が困難な水中での高活性試薬を用
いた高速な反応系の確立に成功し、修飾率が高度に制御された化学修飾タン
パク質の迅速合成に成功した。今後は速やかに実用化検討に着手するととも
に、医学・創薬分野における高機能物質創製を軸として、幅広い分野へ適用可
能な革新的技術へと昇華すべく研究を展開する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にマ
イクロリアクターによる、タンパク質の修飾に適応可能な、水中での高速かつ精
密な滞留時間制御で高選択性の反応系を確立したことは評価できる。技術移
転の観点からは、開発した反応系が高い再現性を有しながら、ナンバリングアッ
プによる工業的スケールへのスムーズな移行が期待できることに関して、実用
化が望まれる。今後は、バイオ医薬品の現状の生産性の課題を解決し、さらな
る市場拡大に貢献することが期待される。

シクロヘキサン環を有する液晶化合物の新規立体制御合
成法の開発

中村正治 京都大学

本課題は共同研究企業が開発した次世代液晶化合物の上市に向けて，京都大
学で開発したクロスカップリング技術を活用した低コスト合成経路を見出だし，
その量産化の可否判断を行うことを目的として研究を行った。研究成果として，
二種類の鉄触媒ハロアルカンカップリングを組み合わせることフェニルシクロヘ
キサン中間体を廉価なコモディティーケミカルから効率的に合成することが可能
であることが明らかとなった。立体選択性の制御を新規配位子を合成し検討し
たところ，その制御は容易でないことが明らかとなった。同中間体の立体異性体
混合物から目標液晶化合物への変換は，共同研究企業によって開発・報告さ
れている（日本国特許4669085 号）手法を用いること可能である。一方，本合成
経路によるコスト低減では，共同研究企業による目標液晶化合物の商業生産
は不可能であることも明らかとなった。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも次世代液晶化合物の実用化に向け二種類の鉄触媒
ハロアルカンカップリングを組み合わせフェニルシクロヘキサン中間体を廉価な
コモディティーケミカルから効率的に合成する経路を見出したことは評価でき
る。市場変化の推定が甘く、当初の目標価格から現在の市場競争価格に対応
できなかったことに関して、技術的検討やデータの積み上げなどが必要と思わ
れる。今後は、鉄触媒精密有機合成の応用範囲を他の有機電子材料、医薬・
農薬中間体などに広げ、イノベーションの創出を期待する。

制御低速酸素アニオンラジカル偏向収束ビームを用いた上
質な原子層堆積膜生成の検証

比村治彦
京都工芸繊
維大学

本研究開発は、制御性の悪いプラズマを用いるナノプロセス方式から、制御性
がよくエネルギーが揃えられた反応性イオン方式への転換を目的として行われ
たものである。本研究開発の期間内で、新しい方式の原理を試験するための装
置が設計・製作された。その装置のプラズマ生成室で酸素アニオンラジカル生
成するための電磁場配位、および、電子温度の空間分布が実現された。エネル
ギーを揃えるためのビーム引き出しパラメーター値がシミュレーションで確立さ
れた。また、原子層堆積膜を生成する試験研究に必要な装置運転モードが実
験的に確立された。これらにより、上質な原子層堆積膜生成の検証実験準備が
整えられた。

一部、当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可
能性が高まった。特に制御性が良くエネルギーが揃った酸素アニオンラジカル
偏向収束ビームを発生するための、原理、挙動、必要な条件を精査し、動作可
能な実験装置を完成させたことは評価できる。今後は制作した実機を用いて、
酸素負イオンのターゲットへの照射および原子層堆積成膜生成の研究を行い、
数オングストロームの制御が求められる最先端半導体製造プロセスを見据えた
事業化に向けた応用研究を期待するとともに、学術的にも負イオンを含むプラ
ズマプロセス全般の物理現象の解明を期待する。
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アイリス黄斑ウイルスのワクチン候補株作出・選抜技術確
立

三村裕

京都府農林
水産技術セ
ンター生物資
源研究セン
ター

好適宿主植物として選定したニコチアナ・ベンタミアナを用いて、自然温度下で
IYSVの変異誘発を図り、病徴の弱い（弱毒候補）32株を得た。これらの株の増
殖性、全身移行性及び干渉効果について、宿主植物としてニコチアナ・ベンタミ
アナ及びトルコギキョウを用いて評価した。まず32株をベンタミアナに接種して、
病斑の発生する植物個体数が少ない13株を一次選抜した。次に、これら13株を
23℃の温度条件でベンタミアナとトルコギキョウに接種した結果、ベンタミアナで
感染を確認した供試株のうち、トルコギキョウにおいて接種葉位より上位葉へウ
イルスの移行する4株を選抜した。それらをトルコギキョウに再接種して、上位葉
への移行性が再度確認され、かつタバコにおいて干渉効果が高いNo.７および
No.42の2株を弱毒候補として選抜した。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でもニコチアナ・ベンタミアナを中心とした宿主植物を用
いて適正な環境下で継代を繰り返し、弱毒候補株2株を選抜したことは評価でき
る。対象植物の置かれる環境や種別間の差違、バラツキを考慮した干渉効果
の確認と接種方法の開発を行うことに関して、技術的検討やデータの積み上げ
などが必要と思われる。今後は、得られた植物ワクチンの研究を進展させ、求
められる農作物における成果を具現化することが望まれる。

新規V字型キサンテン蛍光色素の創製と検査薬への応用 椿一典
京都府立大
学

硫化水素の簡便な検出を可能とする蛍光プローブの創製に取り組んた。その
結果、硫化水素との反応時間が5分以下、システイン等の他のチオール基との
選択性が1000倍以上の優れた化合物を合成した。しかし、蛍光量子収率の向
上は当初目標とした数値を到達できなかった。この理由を、蛍光寿命測定や温
度可変蛍光スペクトルを測定し突き止めた。具体的には、励起状態で、大きな
構造変化を伴うためであることを明らかにした。即ちストークスシフトと蛍光量子
収率がトレードオフの関係になっていたためである。以上から、次の化合物の具
体的な構造変換のアイデアを得た。今後も研究をつづけ、より好ましい特性を
有する硫化水素の検出薬の創製を目指す。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。硫化水素の簡便な検出を可能とする蛍光プローブの創製
に取り組み、反応速度5分以下、他のチオール基との選択性が1000倍以上の化
合物の合成に成功したこと、また蛍光量子効率の向上と、発光波長の大きなス
トークシフトがトレードオフの関係であることを解明し、次の研究の方向性を見
出したことは評価できる。今後は、蛍光量子効率の目標を達成し、迅速性・選択
性・高感度の３つの性能を兼ね備えた化合物創製のための技術的検討やデー
タの積み上げなどが必要と思われる。また、新たに発見された特性を有する化
合物の今後の展開を期待する。

アフリカ豚コレラ・鳥インフルエンザウイルスの超高感度な
自動濃縮検出システム開発

山崎渉 京都大学

環境・食品等を微量汚染するアフリカ豚熱（旧和名：アフリカ豚コレラ）ウイルス、
鳥インフルエンザウイルスの超高感度な濃縮検出システムの開発を試みた。改
良し確立したプロトコル（用手法）により、サンプル中ウイルスを160倍(カモ糞
便)、500倍（鶏肉）、1500倍（PBS）程度、濃縮でき、安定的な検出が可能になっ
た。自動核酸抽出機を用いた従来法と比較して、用手法では40倍から370倍以
上、自動化法では5-100倍程度鋭敏な検出感度を示した。自動化法では、用手
法と比較して検出感度は低下したもの、実験室内汚染リスクがより低く、なおか
つ従来法よりも高感度なウイルス検出が実現できた。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性は一定程度高まっ
た。中でも微量ウイルスの高感度な濃縮検出技術の確立と、自動化について目
標としていた点まで達成したことは評価できる。事業化へ向けた具体的な次の
ステップが検討されていないことに関して、今後は、課題を具体化し解決へ向け
た次のステップを計画し事業化を推進していくとともに、本システムの活用に向
けた発表を積極的に展開していくことが期待される。

次世代環境規制に適応した革新的プラスチックメッキ前処
理技術

淺原時泰 大阪大学

光照射により活性化された二酸化塩素（ClO2
・
）を用いてABS樹脂表面への選択

的な酸素官能基導入を行った。この酸素官能基導入法を無電解メッキの革新
的前処理法と位置づけた。すなわち本法は極性酸素官能基と金属との親和性
を活用した新規な無電解メッキ前処理法である。ABS樹脂の酸化度（導入酸素
官能基量）制御を目指し反応条件を検討した。酸化度に応じてメッキ金属の密
着性を改善できることを明らかにするとともに、酸化表面の構造解析も行った。
また、難メッキプラスチックであるポリプロピレンについても本前処理を用いた無
電解メッキを達成した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性は一定程度高まっ
た。特に目標をクリアする前処理技術が見つかったことに関しては評価できる。
技術移転の観点からは、強化されつつあるメッキの有害物質規制に対応した革
新的メッキ前処理により、プラスチック上への高メッキ剥離強度が検証できたこ
とに関して、実用化が望まれる。今後は、今回の研究の中で明らかになった課
題を解決することと、エンドユーザーを見つけ、さらに実用化に向けて研究を加
速することが期待される。

抗体濃度測定用マイクロ流路プレートに用いるモノリスカラ
ムの開発

宇山浩 大阪大学

抗体品質の簡便かつ迅速な評価に用いるマイクロ流路プレートに搭載するセル
ロースモノリスを開発した。マイクロ流路用に合わせたセルロースモノリスの内
部構造や外形の制御に向けて、セルロースモノリス作製に関する基盤技術を構
築した。原料である酢酸セルロースの濃度、モノリス作製時の貧溶媒の割合と
冷却温度の異なるサンプルを準備し、孔径、圧損、透過係数を系統的に評価し
た。Protein Aを固定化したモノリスカラムは市販品を大きく凌駕する吸着能力を
示した。小型化・インライン化に向けて、このモノリスカラムをプラスチックプレー
トに固定化し、IgG吸着・脱着性能を評価したところ、繰り返し使用を含む優れた
性能が明らかとなった。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に材料単体の目標達成たけでなくシステム評価に関しての成果も顕著である。
技術移転の観点からは、想定以上の結果を出せていること、システムとしての
評価まですすんでいることの2点において、実用化が期待される。今後は、ニー
ズ企業による、適用用途毎に最適なエンドユーザーを取り込み、最終商品形態
を想定したシステム開発が期待される。

官能基の追加導入不要な自然素材シルクを用いた 3Dプリ
ンティング技術の開発

境慎司 大阪大学

企業独自の技術により生糸から分離・抽出されるシルク成分素材から、研究代
表者の有する独自の3Dプリンティング技術に適用可能なインクの開発を目指し
た検討を実施した。まず、各成分を溶液に含有させることによる粘度や擬塑性
への影響を明らかにし、その基礎的な物性把握に基づいて、3Dプリント用のイ
ンクとして必要な性質具備する溶液を調製し、3Dプリントが可能であることを実
証した。さらに、動物細胞を生きたまま含有する構造物の造形にも成功した。こ
れらは、当初の目標をほぼ達成したものである。今後は、3Dプリンティング用イ
ンクとしての上市および、作製される構造物の美容・ヘルスケア分野での事業
化を見据えた検討を続けていく。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
にすべての目標を数値としても達成できおり、更に生体への安全性テストも一
部おこなわれ検証されているなど、著しい成成果をあげている。技術移転の観
点からは、ニーズ企業と公的資金獲得が予定されており、実用化が期待され
る。今後は、エンドユーザーを早期に絞込、必要あれば取り込み、その最終商
品にあわせた材料、プロセス、装置開発が進むことが期待される。

水素精製・貯蔵のコスト削減を指向した典型元素触媒の設
計と評価

星本陽一 大阪大学

本研究課題は、化石資源から安価かつ高純度なH2を製造・運搬する革新的技

術を実現するために、典型元素化学種から構成される分子触媒を用いて、粗水
素中における複素環式芳香族化合物の水素化（H2分離貯蔵）と脱水素化（H2回

収）の連続反応系の実現を目指した。研究期間内に触媒設計の新たな戦略とな
る「遠隔立体障害の重要性」を見いだし、第3世代となる高活性・高耐久性触媒
を開発した。第3世代触媒の開発により、脱水素化プロセスの効率を改善し、研
究戦略の妥当性を確証した。また、前述した連続サイクルが確かに構築できる
ことを実証した。今後は、本研究で見いだした戦略を拡張し、触媒レパートリー
を増やすことで、さらなる触媒活性および高寿命化を目指す。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも新たな触媒設計の概念が実証でき、革新的な触媒創
生の可能性が高まったことに関しては評価できる。一方、知財の創出、及び、実
際のＨ２貯蔵、精製を実データで示すことに関して、技術的検討やデータの積み
上げなどが必要と思われる。今後は、今回発見した新たな触媒設計概念を用い
て、実際の機能を向上させ、実用化レベルに持って行くことが望まれる。

メガヘルツ帯の空中超音波に対応した非接触型物体内部
検査装置用高分解能マイクロアレイセンサの開発

田中恒久
大阪産業技
術研究所

電子部品の検査に空中超音波を使用した非接触型物体内部検査装置が使用
されている。検査分解能の向上と検査時間の短縮のために，メガヘルツ帯の空
中超音波が検知可能なアレイセンサが求められている。本研究ではMEMS技術
を用いて1 MHzの空中超音波を検出可能な超音波マイクロアレイセンサの開発
を行った。検出感度向上の課題を解決するために，超音波センサの構造を新た
に考案した。新型の超音波アレイセンサの試作実験を行った結果，従来型セン
サより検出感度が約4倍向上することが解った。新型センサは，試験用フィルム
を透過した1 MHzの空中超音波が検出できた。得られた成果を基礎に，企業と
連携して製品化に繋げる技術開発を継続して実施する。

期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に3つの
目標達成する超高分解能マイクロアレイセンサの開発成功したに関しては評価
できる。技術移転の観点からは、当初計画通りの数値が得られたことから、企
業からの信頼度が高まったことを受け、実用化に向けた残るいくつかの課題を
企業ととともに、戦略的に開発、研究を進めて、他の競合技術より早い実用化を
期待する。

毛髪の蛍光X線定量解析とヘルスケアへの展開可能性 辻幸一
大阪市立大
学

毛髪試料の蛍光X線分析を実施し、以下の通り良好な成果を得た。
１）卓上型蛍光X線分析装置を用いた毛髪中の元素定量分析：　毛髪1本（1cm
程度）を試料ホルダーに保持する簡便な方法を考案した。毛髪試料からの散乱
線の同時測定を行うことで、毛髪中の微量元素に対して定量的な結果を得るこ
とに成功した。
２）毛髪試料の迅速定量的断面元素イメージング：　共焦点3次元蛍光X線分析
を高速化処理することで、従来の約1/10の測定時間で毛髪中の元素に対して
断面イメージング取得できた。
３）全反射蛍光X線分析法による毛髪中元素の微量元素分析：　平坦基板に毛
髪試料を保持する方法を検討し、毛髪試料1本（5mm程度）に対して高感度微量
元素分析が可能であることが実証された。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にほ
ぼすべての目標を達成できたことに関しては評価できる。技術移転の観点から
は、ニーズ企業と公的資金獲得予定されており、その実用化が望まれる。今後
は、個体差ふくめたばらつき評価、測定器開発、及びビジネスモデルの検証に
よる早期実用化が期待される。

高性能ポリマークレイナノコンポジットの工業生産を目指し
た層状ケイ酸ナノシートスラリーの分散安定化

岩﨑智宏
大阪府立大
学

ポリマークレイナノコンポジットの工業生産に不可欠な、層状ケイ酸ナノシートの
高濃度スラリーの簡便な合成法の開発と、その分散安定化およびレオロジー特
性評価等について種々の検討を行った。その結果、アルキルアミンをインターカ
レートした有機化層状ケイ酸は、適切な界面活性剤の水溶液中で超音波処理
を行うことなく剥離することを見いだした。また、分散が安定なスラリーの濃度を
数％まで大きくすることができ、その粘性係数はせん断速度に対して著しい変
化は見られなかった。以上の知見はポリマークレイナノコンポジットの工業生産
に大いに貢献するものであるが、今後、試作品の製造を通じて各特性の評価お
よび製造時のスラリー濃度の最適化が必要である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。技術
移転の観点からは、ニーズ企業の要望特性に対し課題が多く抽出されたが、公
的資金獲得予定されており、研究開発を早期に実現することで、実用化が望ま
れる。今後は、原理原則に基づく、課題の分析と整理を行った後、根本的な解
決を図ることと、最終製品をターゲティングした材料特性目標を再設定し、その
実現の為の研究の追加が期待される。

Ni基金属間化合物合金を用いた難加工・高強度材料の革
新的熱間鍛造用金型材料の開発

金野泰幸
大阪府立大
学

航空機や発電プラント等の先端分野ではNi 合金やTi 合金など高強度材料の
使用が加速化されている。このよう高強度材料は難加工材料であり、成形の際
には熱間加工が必須となる。このため高温で使用可能な金型が必要となるが、
現状の金型材料では耐久性や寿命に課題がある。そこで、本課題では新規の
高性能熱間鍛造金型の開発を目的に、大阪府立大学で開発されたNi 基金属
間化合物合金を金型素材に適用するための研究開発を行った。その結果、熱
間鍛造金型に必要な機械的特性を有する合金組成を見いだした。また、合金素
材のコストダウンにつながる重要な知見も得られ、さらに、素材合金の製造プロ
セスにおいて有用となる結晶粒微細化技術を考案した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にほ
ぼ想定通りの特性改善ができている点に関して評価できる。技術移転の観点か
らは、ニーズ企業の信頼が高まり、共同研究延長、別支援の獲得など主体的に
動けている点に関して、実用化が望まれる。今後は、エンドユーザーを早期に
絞込、その最終商品にあわせた材料、形状チューニングが期待される。

MOF膜のナノチューニングと超薄膜化技術の開発 田中俊輔 関西大学

プロピレン/プロパンを選択的に、かつ高透過率で分離可能な分離システムの
提供が目的である。本実施期間において、多孔性金属錯体（MOF）の（１）細孔
径制御と（２）薄膜化の技術開発を重点的に取り組んだ。開発の結果、複数の
金属もしくは配位子をMOFの同一構造内に導入することによる細孔径の微調
整、および製膜後の後処理によるMOF膜の構造欠陥修復を可能とし、実施項
目の目標を達成することができた。一方、当初の目標に至らない課題に対する
指針を見いだすことができた。これにより、MOF分離膜による高効率ガス分離の
可能性の機能検証を達成した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。MOF
の細孔径をオングストロームレベルで連続的に制御できる知見ならびに分離係
数あるいは透過率において当初目標を超える結果も得られたことは評価でき
る。プロピレン/プロパンの分離において、製品規格のプロピレン組成99.5%以上
を満たすものであり、このように要求性能を満たす分離膜を用いれば、蒸留との
組み合わせなどにより、蒸留のみの場合の30〜70％の省エネが期待できること
から実用化が望まれる。さらに化学物質の分離プロセスの省エネルギー化とい
う社会的課題に対し、幅広い化学物質間の分離のの可能性があり広範囲な技
術移転が期待できる。
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一軸性熱伝導パスを有する高放熱エポキシ/多層グラフェ
ンナノコンポジットの開発

原田美由紀 関西大学

（目標）本研究では、軽量・高熱伝導性のエポキシ/多層グラフェンナノコンポ
ジットの開発を行った。特に、①硬化反応速度の最適化や架橋性界面活性樹
脂によるグラフェンの分散制御、②グラフェンの一軸配向制御による高熱伝導
化を目標とした。（達成度）硬化反応速度の増加に伴って分散性と熱伝導性が
向上し、グラフェン含有量25 wt%の熱伝導率は1.8倍となった。また、芳香環含
有エポキシ樹脂を用いると、芳香環濃度の増加に伴い高熱伝導化したが、結晶
性エポキシ樹脂のため磁場配向が不十分となり、課題が残った。（今後の展開）
低粘度化のためのマトリックス樹脂の再選定や添加剤使用の検討を行い、ハン
ドリング性と磁場配向性を改善する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にグ
ラフェン分散性や配向性の制御が可能であることを見いだせた。硬化反応性に
よりグラフェン分散性を制御できるなど新たな知見が得られたことは評価でき
る。技術移転の観点からは、エポキシ樹脂をマトリックスとする一軸性高放熱材
料の開発を目指し、多層グラフェンナノコンポジットを創製することに成功したこ
と、また他の熱伝導フィラーと比べて炭素系フィラーの優位点があり、実用化が
期待される。さらに低密度グラフェンを極めて低充填量でのナノコンポジット化
することで、軽量で高熱伝導化が達成されたことなどから、幅広い用途への実
用化も期待される。

フライアッシュをリサイクルした浄化槽用リン高性能吸着材
の開発

浅岡聡 神戸大学

浄化槽においても栄養塩除去が求められることから、既存技術の鉄電極法を代
替できる、取扱いが容易な造粒体の浄化槽用リン吸着材についてのニーズを
受け、石炭火力発電所から発生する石炭灰とセメントを反応させて多孔質化し
た造粒体に、活性金属Ｘを担持してリン吸着性能を向上させた浄化槽用リン吸
着材を作製した。開発したリン吸着材は、生活排水から植物工場排水まで処理

できる1-100 mg L
-1

の範囲において高いリン吸着能を持ち、かつ、リン吸着実験

後の処理水のリン濃度が高度処理された下水に相当する濃度(1 mg L
-1

 以下)
まで低減できた。以上より、概ね企業ニーズを解決できた。今後の展開として、
浄化槽実機を用いた現場実証試験を継続し、実用化に向けた課題の洗い出し
を行う。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。吸着
能の性能改善など目標を達成したことは評価できる。技術移転の観点からは、
大学における基礎的考察と実証試験を並行しつつ中核技術となる吸着特性の
高度化や安定性の確保など実用化への進展が望まれる。オンサイト分散処理
として海外市場への展開や吸着材単体としても様々な用途が考えられている
が、今後、スケールアップに際しては、実環境を想定した課題の顕在化、費用対
効果など、想定ユーザの視点を取り入れつつ、開発ターゲットを明確化した効
果的なステップアップが期待される。

構成成分設計による酸素選択吸収性金属錯体系イオン液
体の創製と機能性酸素分離膜への適用

神尾英治 神戸大学

酸素濃度を制御可能な小型酸素供給デバイス実現のための酸素分離膜の開
発を目的とし、種々構造の酸素吸収性金属錯体系イオン液体（MCILs）を合成、
それらを酸素キャリアとする促進輸送膜を創製した。酸素透過機構に関する詳
細検討から、高粘度MCILsは自由体積内における拡散支配のキャリア輸送であ
り、MCILsの粘度低減により移動キャリア輸送に透過機構をシフトすることで酸
素透過速度を大幅に改善できる指針を得た。平面錯体構造および配位子イオ
ン液体の配位官能基構造が低粘性化と酸素吸収量増大に対する支配因子で
あることを明らかにした。得られた分子構造設計指針に基づき、低粘度且つ高
酸素吸収量を有するMCILを創製することで、酸素選択透過性の向上が期待で
きる。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。目標とする分離膜は得られなかったが、金属錯体系イオン
液体の分子構造の設計指針について、研究開発の方向性が得られた点は高く
評価できる。分子構造制御の確立による物性改善に向け、技術的検討やデー
タの積み上げなど今後のブレークスルーを期待したい。企業においては引き続
き実用化意欲が高く、大学の研究能力を評価し、期待するところが大きい。産学
連携を継続しつつ、デバイス開発に向けた本格的な発展が望まれる。

希土類添加酸化物を利用した固体レーザー冷却材料の開
発

原田幸弘 神戸大学

熱型赤外線センサの動作温度におけるレーザー冷却基盤技術の確立に向け
て、ホスト結晶とYb添加濃度の決定と、理想冷却効率の評価を実施した。ホスト

結晶の決定では、冷却中心Yb
3+

を添加したイットリウム・アルミニウム・ガーネッ
ト（YAG）とイットリウム・アルミニウム・ペロブスカイト（YAP）のセラミクス試料に
おける発光波長の期待値の温度依存性を測定し、室温よりも高温領域では
YAGの方が理想レーザー冷却効率の高いホスト材料であることを明らかにし
た。Yb添加濃度の最適化では、発光強度と理想冷却効率からYAG:Yb粉末試料
における最適なYb添加濃度が6 mol%であることを明らかにした。Yb添加濃度が
6 mol%のYAG:Ybセラミクス試料において、室温よりも高温領域で2%以上の理想
冷却効率を達成できることを実証した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に
レーザー冷却に適した最適材料の検討、並びに、冷却効率について当初目標
を達成した点は評価できる。技術移転の観点から、冷却システム実現の端緒と
なる本成果を発展させ、顕在化した技術課題の克服に関して着実な取組が望ま
れる。熱的隔離下における革新的な冷却技術として、今後、基礎段階の検討も
並行しつつ、デバイス実現に向けた進展が期待される。

π共役系高分子を用いた導電性を損なわないグラフェン薄
膜の生産

丸山達生 神戸大学

本研究では、導電性を有するπ共役系高分子（ポリチオフェン）を用いてグラ
ファイトからポリチオフェン/グラフェン複合体を作製した。なかでも分子量６０００
のP3HTがグラフェン分散能に優れることが判明した。またチオフェン側鎖を
種々検討した結果、トルエンにグラフェンを分散させる場合は、直鎖ヘキシル基
を有するP3HTが有用であることも明らかになった。ポリチオフェン／グラフェン
複合体の分散液中での広がり状態の評価を行ったところ、グラフェン単体に比
して高広がり状態であり、乾燥過程でも収縮しないことが判明した。このポリチ
オフェン／グラフェン複合体被覆により金属の酸化を効果的に抑制可能である
ことが判明した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にグ
ラフェン複合体の有用な分散剤を見出すとともに、機能や取扱において、薄膜
の導電性や広がり状態等について当初目標を達成できた点は評価できる。技
術移転の観点からは、既存品代替や応用展開について、ユーザ評価を得つつ
課題を顕在化させ、実用化上の課題に関して、共同研究企業と密接に課題解
決を図っていくことが望まれる。目標に記載される知的財産の確保については、
適切に特許出願を図っていくことが期待される。

高周波誘導加熱用三相―単相ダイレクトAC-ACコンバータ
の開発

三島智和 神戸大学

金属熱処理用高周波電源として，三相商用周波数電源から直接高周波交流を
直接生成する周波数変換器回路（ダイレクトAC-ACコンバータ）を開発した。電
力定格1kW-3.5kWの仕様にて装置を試作し実験評価を行った結果，1)60Hz商
用電源から40kHz-100kHzの高周波をダイレクトに生成可能，2）電力変換効率
90.6%を達成，3）パワー半導体スイッチのソフト転流動作，4）電源高調波実効値
を対国際規格で50％以上低減，5）電源力率0.96を達成した。よりスイッチ導通
電流を抑え高効率を実現する複合共振ダイレクトコンバータを提案しており，そ
の実証評価は今後の課題である。

一部について当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につな
がる可能性は一定程度高まった。企業の技術的課題については、概ねこれに
沿った結果が得られ、ダイレクト変換による高周波焼き入れ装置への適用につ
いて可能性を示した点は評価できる。未達成項目については、引き続き研究開
発の継続が必要であり、技術的検討やデータの積み上げなどが必要と思われ
る。今後は企業との本格的な共同研究による、要求ニーズの更なる高度化やス
ケールアップ、知財形成など、実用化に向けた着実なステップアップが望まれ
る。

超小型バイオセンサ実現に向けた抗生体物質付着性ポリ
マーコーティング技術

網代広治
奈良先端科
学技術大学
院大学

本研究課題において、(1)高タンパク質吸着抑制星型ポリマーコーティングの創
成、(2)星型ポリマーコート表面に対する抗体修飾技術の確立、(3)星型ポリマー
コート表面の熱安定性評価の3点を研究開発目標としている。(1)については適
切な親水性ポリマーを枝に用いることで目標とするタンパク質吸着抑制能の向
上を達成した。(2)においては、抗体を星型ポリマーに直接結合させることは困
難であったが、星型ポリマーに抗体結合化合物を導入することで技術的課題を
解決することができた。(3)の星型ポリマーコート表面の安定性についても、
40℃、3hrの熱処理を行ってもタンパク質吸着抑制能は低下しておらず、目標を
達成できていることを確認した。今後はこのポリマーの大量合成技術を確立し
事業化への展開が期待される。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に超
小型バイオセンサ実現技術として、1点に多数のポリマー鎖が結合した星形ポリ
マーで、高タンパク質吸着抑制、抗体修飾技術の確立、熱安定性の基礎的な目
標を達成し、塗布型コーティング技術の応用展開の可能性を見出したことは評
価できる。技術移転の観点からは、抗生体物質付着ポリマーコーティングとして
星形ポリマーの形態の優位性が確認され、さらに大きなタンパク質である抗体
を選択的に修飾させる方法を見いだしたことに関して、実用化が望まれる。今後
は事業化に向け、より実践的な技術目標の達成および大量合成技術などの確
立が期待される。

人工知能を活用した植物抽出物の機能性予測システムの
開発

藪内弘昭
和歌山県工
業技術セン
ター

研究代表者らは、植物の機能性に関する先行文献データを整理し、これを人工
知能に学習させることにより、有用な植物資源を効率的に探索するための機能
性予測システムを開発してきた。本研究では、当該システムの実用性を検証す
るため、虫よけ剤の原料となる植物の大規模スクリーニングを実施し、5種類の
植物を選抜した。これらの植物から抽出した精油について、ヒトスジシマカに対
する忌避効力試験を実施したところ、いずれも忌避作用を示した（正答率の目
標：80％、達成度：100％）。今後は、当事業で明確となった技術的課題を解決し
た上で、企業への技術移転に向けて当該システムの実装を進める。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。構築し
た予測システムで得られたスクリーニング結果から植物を選抜し、比較実験の
結果、試験害虫の忌避効力が設定目標を上回ることが確認できた点は評価で
きる。技術移転の観点からは、予測システムの更なる高度化や成分抽出技術
の検討などの課題が存在しており、実用化の一層の進展が望まれる。また、地
域における農工連携による波及効果が一定程度期待できる。しかしながら、今
後、本技術の多用途への展開や競合優位を考慮した場合、知財形成や強みを
持つ県外の諸機関との連携効果や技術移転も期待される。

情報抽出を利用した背景知識とユーザ状態の把握に基づく
柔軟なコールセンター対話処理とその実証実験

村田真樹 鳥取大学

コールセンターでは、オペレータとユーザの会話におけるユーザの状況把握、
ユーザへの対処法の伝達に時間がかかることが大きな課題である。このため、
開発目標の一つのユーザの状態認識が特に重要である。この課題をAI処理、
ビッグデータ処理に基づき対話を表に整理しフローチャートを構築し解決する。
ユーザの状態認識時間は、目標では3/4に縮減することにしていたが、フロー
チャートの利用により1/2に縮減することができ、目標をはるかに上回った。今
後は、ニーズ元企業と共同研究を遂行し、構築した表整理技術、フローチャート
作成技術等をコールセンターに応用していく。また、コールセンター以外の分野
にも応用発展させていく。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
にフローチャートの利用により、ユーザの状態認識時間を、1/2に縮減すること
ができ、トラブル対処の実行でも、1/2の減少を実現できたことは顕著な成果で
ある。技術移転の観点からは、コールセンターのオペレータの業務負担の軽減
など、実業務での、実用化が期待される。今後は、ロボットによる自動応答な
ど、新たな分野に展開することが期待される。

余剰資源である硫黄の有効利用を実現する触媒的な直截
硫黄化反応を活用した高屈折率有機光学材料の創出

岩﨑真之 岡山大学

本研究では、研究代表者が開発した触媒的な炭素－水素結合の直截硫黄化反
応を利用することで、硫黄含有量の高い新規含硫黄ポリマー骨格を有する高屈
折率有機光学材料を創出することを目的に、検討をおこなった。その結果、パラ
ジウム触媒を用いることで、アクリル酸アミド誘導体に硫黄官能基を直截導入す
ることに成功し、望みの新規含硫黄モノマーを合成する手法を開発することがで
きた。また本手法は、余剰資源である硫黄を有効利用できるため、持続可能な
社会の構築に大きく貢献できる。今後は、合成した含硫黄モノマーから新規有
機光学樹脂を調製し、その性能を評価することで、高機能プラスチックレンズの
開発へと展開する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にア
クリルアミドの触媒的な硫黄化反応の開発に成功したことは評価できる。「余剰
資源である硫黄の有効利用」と「有機硫黄化合物の機能性有機材料への展開」
が期待される。今後は、企業との共同研究により、ガラスに匹敵する高い屈折
率およびアッベ数を達成し、ガラスに代替できる光学材料を実現することが期待
される。

水田における完全自律型ロボットの実証実験 曽利仁
津山工業高
等専門学校

本研究では，自律型の除草ロボットの実用化に向けて，企業ニーズである除草
ロボットの旋回機能と遠隔監視システムの開発を研究目標とした。これまで簡
易センサのみで実現していた旋回機能に対して，カメラにより撮影した画像を，
深層学習により検知対象物を検知する技術を旋回機能に新たに追加した。さら
に，携帯端末上で除草ロボットのセンサデータ，撮影画像などリアルタイムに作
業状況をモニタリングできる遠隔監視システムを開発した。更なる実用化へ進
むために，除草ロボットを平軟地，粗硬地など種々の土壌条件で走行実証試験
を行い，除草ロボットの走行速度，バッテリー消費等，種々の圃場でのデータ取
得を行う予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
カメラ画像から深層学習により対象物を検知して旋回できるようになったこと、
携帯端末上でセンサデータ・撮影画像などリアルタイムにモニタリングできること
は評価できる。技術移転の観点からは、平軟地，粗硬地など種々の土壌条件で
の走行実証試験、カメラ汚れでの画像認識など、悪条件でのロバスト性の確認
により、実用化が望まれる。今後は、農業ロボットに限らず様々な移動ロボット
に応用展開することが期待される。

Ｔｍレーザによる異種透明樹脂部品の高強度・高速接合技
術の開発

中山祐正 広島大学

本研究では透明樹脂に適度な吸収特性を有する中赤外波長（２μm）のＴｍ
レーザを用い，照射条件の適正化と接合性を改善する表面改質により，従来困
難であった異種透明樹脂（ポリプロピレン(PP)とポリブタジエン(PBD)）の高強
度・高速接合を可能とし，医療部品への応用可能性を検討した。PPとPBDを十
分な強度で接合するため表面改質法を検討し，効果・施工性の観点から大気圧
プラズマ処理法を選択した。平板試験片の接合実験から，表面改質によりPPと
PBDのレーザ接合強度が大きく改善することを確認した。本技術を円筒形の医
療部品に適用するための接合装置を設計・試作した。表面改質した円筒部品を
レーザ接合し，その接合強度を耐水圧試験により評価したところ，800 kPaでも
液漏れはみられず，実用上十分な強度でPPとPBDを接合できることが実証され
た。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
に表面改質技術の処理方法の確立およびTmレーザ照射による溶着技術の最
適条件の確立により、異種透明樹脂の接合の可能性を確認できたことに関して
の成果が顕著である。一方、技術移転の観点からは、異種透明樹脂間のTm
レーザによる接合部の品質の良さ、接合時間の高速化の可能性が確認された
ことに関して、実用化が期待される。今後は、医療機器分野として輸液セット、
延長チューブ製品はもとより、ヘッドランプやテールランプ等自動車部品のほ
か、建設機械、各種計器などの幅広い分野への適用が期待される。
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複数マイクロホンに基づく３次元クレーンの質点追尾に関す
る基礎研究

福光昌由 広島大学

クレーンの吊り荷の追尾（振れ角検出）アルゴリズムの開発を目的として，屋内
のクレーンのスケールモデルに対して信号処理フィルタとアルゴリズムの改良
により，推定精度の向上と処理の高速化が実現できた．具体的にはニュートン
法の初期値の計算方法を改良し，より早く収束するようなアルゴリズムを開発し
た．また，得られた角度の値に対してメジアンフィルタを適用することによって，
相関の計算に起因する雑音を低減化することができた．屋外での実験では，
ディジタル共振器を用いることにより屋外においても到来時間差が精度よく推定
できることが明らかになった．研究の総括としてクレーンの質点追尾の実用化に
向けて前進したと考えている．

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に振
れ角の追尾アルゴリズムの確立については､ハードウェアの導入とアルゴリズ
ムの改良によって推定精度の向上、計算処理の高速化、誤差低減の手法を確
認したことに関しては評価できる。技術移転の観点からは、屋外での実装に必
要な振れ角の推定精度向上のための知見を取得したことに関して、実用化が
望まれる。今後、屋外における吊り荷の安全運搬を目的とした音波によるク
レーンの状態推定を行う実用化研究に向けた展開は、クレーンのオペレータの
人材不足の懸念に対応できるとともに、国際競争力ある高付加価値製品の市
場投入につながることが期待される。

高速ウォータージェットを利用した溶射皮膜はく離・表面微
細加工技術の開発

福島千晴
広島工業大
学

ウォータージェット（WJ）の流動特性と材料特性を考慮した最適形状・高耐久性
ノズルによる，残留グリッドの無いブラスト処理に匹敵する粗面化表面の創製
と，減肉の無い（粗面化された表面を維持する）完全はく離が可能な，表面微細
加工技術の開発を目指した． WJの噴射条件を種々変化させながら，WJの加工
特性の把握と最適条件の抽出を行うことにより，ノズル開発のための基礎デー
タを取得した．その結果，WJ加工が有効かつ妥当な表面微細加工技術である
ことが確認できた．研究の過程でWJの流動状況を詳細に捉えることが出来た
が，新規ノズルの開発には至らなかった．ノズル形状と流体力学的特性との関
係の把握，ならびに加工精度を含めた解決すべき課題が明らかとなった．

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でもWJの流動状況を詳細に把握する手法を得たことに
関しては評価できる。一方、ノズル形状と流体力学特性との関係を解明し、ノズ
ル製作に必要な精密加工技術を確立することに関して、さらなる技術的検討や
データの積み上げなどが必要と思われる。WJ加工技術には､表面微細加工法
として、大きな優位性と可能性があり、半導体デバイス等のメンテナンスビジネ
スにおいて、期待は大きい。今後、ニーズ企業との連携のもと、WJの既存ノズ
ルの活用も視野に入れ、ノズルの開発技術を深化させながらWJの最適噴射条
件を見出していくことが望まれる。

二機能性バイレイヤー構造を有する塩素フリー電気防食用
アノードの開発

中山雅晴 山口大学

含塩化物イオン水溶液(塩水など)の電解では，通常，陰極からは水素が，陽極
から塩素が発生する。環境保全の立場から，地中埋設管の電気防食では陽極
から塩素ではなく，無害な酸素が発生する方が好ましい。本研究課題では，下
層に触媒層，上層に選択透過層を備えた二機能性バイレイヤー構造を有する
薄膜を作製した。触媒層にはイリジウム酸化物あるいはコバルト水酸化物を，
選択透過層にはマグネシウムイオンをインターカレートした層状二酸化マンガン
を用いた。さらに二酸化マンガン骨格の一部をコバルトで置換した。このようにし
て作製したバイレイヤー薄膜は塩化物イオン存在下での電気化学的塩素発生
反応を劇的に抑制し，酸素発生のみを促進することが明らかになった。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に塩
素発生を抑制し､酸素を選択的に発生させる電極を作製できたことに関しては
評価できる。一方、技術移転の観点からは、新規電極材料の可能性を見出した
ことによりニーズ企業との継続研究を実施するとともに、塩素発生を伴わない本
技術を使った酸素、および水素の製造への新たな展開の可能性を見出したこと
に関して、実用化が望まれる。今後は、新しい電極材料により、電気防食以外
の用途として港湾施設や海水処理施設への展開として、塩素を出さない海水電
解用電極を用いた競争力ある水素製造の可能性に向た取り組みが期待され
る。

ナノ配線を利用した電気抵抗温度依存性の小さな静電
チャック用材料の開発

楠瀬尚史 香川大学

半導体製造装置の部品の一つである静電チャックは、近年需要が拡大し、その
市場規模は1100億円以上になると見積もられている。この静電チャックには室

温から600℃の温度範囲で良好な吸着性能を示すために10
9
～10

12
Ωcmの電気

抵抗率を維持することが要求されている。そこで、本研究では抵抗温度依存性

の小さな導電相（低温度依存性導電相）を添加し、10
16

Ωcmの絶縁体である
Al2O3およびAlNを低抵抗化することを行った。Al2O3およびAlNに、低温度依存性

導電相前駆体を極少量加え、加熱することにより焼結とともに構造をナノ配線

化することにより、電気抵抗率を10
9
～10

12
Ωcmで制御する事に成功した。得ら

れた10
9
Ωcmの弱低抵抗化AlN複合材料の温度依存性を測定したところ、低温

度依存性導電相特有の低い電気抵抗率の温度依存性が維持されていることが
確認された。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にア
ルミナと窒化アルミニウムにおいて静電チャックに必要な電気抵抗率のコント
ロールに成功したことは評価できる。技術移転の観点からは、温度依存性の有
利な静電チャック用セラミックスの開発は企業ニーズも高いことから、実用化が
望まれる。今後は、大型化に向けた製造方法と、表面の気孔分布などの物性を
調査することにより実用化が期待される。

ナノピンセットを用いた単一細胞ハンドリング技術の開発 梶本和昭
産業技術総
合研究所

ナノピンセット先端部に双性イオン化合物をコーティングし、細胞の非特異的吸
着を100%抑制することに成功した。また、アオイ電子にて試作した形状を変更し
たナノピンセットを用い、先端部の水分保持時間を最大で10秒まで延長すること
ができた。新型ナノピンセットを使用し、回収した細胞の生存率は40%であり、事
業開始時の生存率10%未満からは大きく改善したが、目標の生存率70%までに
は至らなかった。その原因は、細胞の乾燥以外にもあると考えられることから、
ナノピンセットで細胞を把持する際のダメージ評価や操作の自動化を進め、誰も
が簡単に生きたままの1細胞を回収できるシステムの構築へ展開する。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に、
ナノピンセットの形状や表面処理技術の開発により、細胞ハンドリング時の乾燥
防止と吸着防止技術を確立したことは評価できる。技術移転の観点からは、１
細胞のハンドリング装置としてのナノピンセットシステムを構築したことに関し
て、実用化が望まれる。今後は、自動化等により熟練を要しないハンドリング技
術に発展させることで、様々な方面での利用が期待される。

ジアゾ酢酸エステルの重合による非フッ素系撥水撥油加工
剤の開発

井原栄治 愛媛大学

ジアゾ酢酸エステルの重合により、アルキル基側鎖が主鎖の周囲に集積した構
造を有するポリマーを合成し、それらの非フッ素系撥水撥油加工剤としての応
用の可能性について検討した。側鎖置換基の構造の異なるモノマーを各種合
成し、アルキル基の長さ、分岐構造の導入、水素結合形成部位の導入が、得ら
れるポリマーの撥水撥油性に与える影響を調査した。結果として、かなり高い撥
水性を示すポリマーが得られたが、撥油性については期待する値を示すものは
得られなかった。本研究開発により少なくとも、ポリマー周囲のアルキル基側鎖
の集積効果による撥水撥油性の発現の可能性が示唆された。今後は、ポリ
マーの固体状態での側鎖の集積状態と撥水撥油性との関係を明らかにし、そ
の結果に基づくポリマー構造の設計が必要であると考えられる。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でもジアゾ酢酸エステルの重合によるフッ素系材料並み
の撥水性を持つ材料を合成できたことは評価できる。固体ポリマーの構造解析
により撥油性を付与する方法を開発することに関して、技術的検討やデータの
積み上げなどが必要と思われる。今後は、さらに研究を進めるとともに企業との
連携を進め新規材料の実用化に向けた取り組みを進めることが望まれる。

鉛フリー光ＣＴファイバー素子の開発 斎藤全 愛媛大学

鉛を含まない酸化物ガラスとして，Sn
2+

，Sb
3+

，Bi
3+

を高濃度に含有したケイ酸塩
ガラス，ホウ酸塩ガラスを集中的に検討した結果，安定したガラスが得られ，な
おかつ光弾性定数が著しく小さな組成として２元系Bi2O3-SiO2ガラスが有望であ

ることを見出した。同系ガラスの組成最適化，光弾性定数の高精度測定，光
ファイバー化のための導波路構造に寄与する屈折率，ガラス軟化温度近傍に
おける結晶化挙動の調査，およびファイバー線引き温度の決定を行った。所望
のプリフォームロッドの作製には研究期間内では至らなかったが，ニーズ元企
業他と協力して光CTファイバー素子の試作におよそのめどをつけた段階に至っ
た。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも鉛フリー光CTファイバー作製に必要なガラス組成を
確立したことは評価できる。実用化に向けて、プリフォームロッドの作製とファイ
バー化を進めることが必要と思われる。今後は、ガラスメーカーとも連携し、開
発を進めることが望まれる。

多孔質構造による触媒熱マネージメント技術 小廣和哉
高知工科大
学

高活性・長寿命ナノ粒子触媒の実用化に重要な低温活性と反応熱による粒子
凝集防止の同時実現という課題に対し、表面ナノ凹凸を有する新奇な金属酸化
物多孔体を担体とする担持触媒を検討した。具体的には、5 nm以下の表面ナノ
凹凸を有するZrO2およびSiO2-ZrO2メソ多孔体をソルボサーマル反応により合

成した。このナノ凹凸多孔体の表面にNiナノ粒子が高分散担持することで、
ZrO2およびSiO2-ZrO2メソ多孔体担持Niナノ粒子触媒を調製した。ZrO2担持Ni

触媒は、サバチエ反応に対し優れた低温活性と高温耐性を示した。また、SiO2-

ZrO2担持Ni触媒は、CO2メタンドライリフォーミング反応に対し、高い耐熱性と際

立った炭素析出抑制能を示した。

期待以上の成果が得られ、技術移転につながる可能性が大いに高まった。特
にシンタリング耐性の高い表面にナノ凹凸構造を持つ金属酸化物多孔体を合
成し評価し目標以上の結果を得たことは顕著な成果である。技術移転の観点か
らは、高性能触媒開発につながる成果を得たことに関して、実用化が期待され
る。今後は、実用化に向けた生産技術の開発などを実施し、様々な反応に利用
されることが期待される。

農業ハウスの広域CO２噴霧器の研究開発 松本泰典
高知工科大
学

農業ハウスの栽培において，近年CO2ガス供給により生産量が向上するとの知

見が得られている。これに伴い農業者への増収が見込まれ、化石燃料を用い
たCO2発生装置の普及が既設ハウスで進んでいる。しかし、化石燃料を用いた

燃焼方式は高温のCO2ガスであることから、光合成が行われる太陽下での供給

は、輻射熱の影響もあり、ハウス内の温度上昇と湿度低下が懸念されている。
そこで、CO2発生装置に噴霧機能を付与することで、気化潜熱を利用した環境

制御の検討を行った。その結果、地上から2ｍ以下の栽培高さにおいて、噴霧を
施すことでCO2濃度の一様化、温度上昇の抑制、及び栽培に適する湿度に到

達できる見通しが得られた。今後は、本技術をCO2発生装置メーカーに提案し、

新たな連携体にて商品化を目指す。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。中でも既存の二酸化炭素発生装置に取り付け可能な噴霧
装置を開発したことは評価できる。実際のハウスでの実験を実施しさらなる改良
を加えることが必要と思われる。今後は、さらに研究開発を進めハウスの換気
装置などとの連携による湿度調整機能を持つシステムとすることが望まれる。

気液界面を劇的に増大させるファインバブル有機化学反応
装置の開発

藤田陽師
高知工業高
等専門学校

本研究では全大気圧下における気－液有機反応を対象にファインバブル(FB)
をキーテクノロジーとした反応速度の向上を試みた。特にモデル反応としてコバ
ルト触媒を用いたトルエンの酸素酸化反応を取り上げて検討するとともに，広く
有機溶媒が利用できる装置開発を目指した。結果，モデル反応にてFBによる顕
著な反応促進効果を確認した。同時に20種類の有機溶媒に利用できるラボス
ケールのFB反応装置とした。本装置は加圧過程が無く，全て大気圧下で気－
液反応を促進することができる装置である。今後はFB気－液有機反応の工業
的に重要な分野への応用例として，固体触媒の利用検討を交えながら，水素添
加反応への適用可能性を検討する計画である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特にモ
デル反応としてのトルエンの空気酸化反応にファインバブルを利用することによ
り効率的に反応が促進されることを検証したことと、様々な薬品下で利用できる
装置を開発したことは評価できる。技術移転の観点からは、化学反応に利用可
能なファインバブル発生装置の実用化が望まれる。今後は、ファインバブルの
様々な化学反応への利用研究を進めることにより実用化に近づくことが期待さ
れる。

次亜塩素酸ナトリウム結晶接触空気の殺菌機能発現メカニ
ズムの解明と同・空気を用いた海苔生産加工用水の殺菌シ
ステムの開発

劉丹
有明工業高
等専門学校

空気が結晶次亜塩素酸ナトリウム五水和物（以下結晶次亜）と接触すると、殺
菌機能保有空気が生じる。しかし、殺菌素材である結晶次亜は27℃以上になる
と融解し、また通気空気の湿度が高くなると潮解するため、ライフタイムが短くな
ることは過去の知見で判明している。本研究は殺菌装置開発に必要な最適条
件を明確にするため、ラボ実験用の反応装置を製作し、各影響因子を変化させ
て殺菌機能保有空気の発生濃度を定量的に掴むための基礎実験を行い、その
結果をニーズ元企業へ提案した。また、空気通気する際の結晶次亜から発生
する殺菌空気の有効成分を明らかにし、殺菌メカニズムを解明した。さらに、現
場の実証実験では実機（殺菌装置）製作のデータを掴んだ。今後は本共同研究
を行う企業との特許の出願、ニーズ企業の殺菌装置の製作・販売に向けて計
画を進める予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に殺
菌機能保有空気中に強力な殺菌作用を持つ物質を検出しその発生メカニズム
を解明したことは評価できる。技術移転の観点からは、ニーズ元企業の自己資
金による本研究継続の可能性が高く、また次ステップで解決すべき課題も明確
化され、且つその課題への対策も概ね構想されていることから、実用化が期待
できる。今後は、食品分野や健康・衛生管理分野など幅広い分野への適用も視
野に入れた研究開発が期待される。
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農業施設用部材や太陽電池を志向する高性能波長変換材
料の開発

國信洋一郎 九州大学

紫外光を可視光（特に赤色光）に高効率に変換し、紫外光を含む太陽光により
分解しない高耐久性を有する波長変換材料の創出を目指した。研究代表者が
開発した波長変換材料や、その構造に基づいて設計したπ共役系-ルイス酸複
合体について、発光波長、発光量子収率、ポリマー混錬量、および耐光性を評
価した。企業ニーズをすべて満たす波長変換材料の開発には至らなかったが、
新たな分子設計指針を見出すことができた。この成果をもとに、ニーズに応える
化合物の創製へと展開する予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に新
たな分子設計指針を見出すことができたことは評価できる。技術移転の観点か
らは、低耐光性が今後解決すべき課題であることが、企業と大学の間で共有さ
れており、共同研究による実用化が望まれる。実用化に向けた技術課題を明確
にし、これを企業と共有して共同で解決していくことは機能検証の一つの意義で
あり、今後は、さらに連携を強化した事業化が期待される。

PCBを安全かつ低コストで無害化する生体関連金属錯体を
複合化した多孔質シリカの開発

嶌越恒 九州大学

生体関連金属錯体B12とチタニア光触媒及び多孔質シリカの特性を生かした

PCB分解処理技術の開発を目指し、以下の結果を得た。1）ニーズ企業が開発
した透明多孔質シリカへのチタニアの導入として、ナノ粒子状チタニアをシリカ
細孔に目標の90％以上の充填度で導入することに成功した。2）そのチタニア粒
子表面へのB12錯体の固定化にも成功し、被覆率95％以上（目標90％以上）を

実現した。作成した複合触媒を用いPCBの光脱塩素化反応を行い、部分脱塩
素化反応に成功した。さらに作成したチタニア光触媒の可視光応答化にも成功
した。一方、実用化に向けて、触媒の耐久性と脱塩素化効率の低さが課題と
なった。ニーズ企業と共に、この問題点を克服すべく、改良した触媒の開発に継
続して取り組む。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に充
填度、および被覆率の二つの目標を達成したことは評価できる。技術移転の観
点からは、企業ニーズ解決の第一ステージに到達し、実用化に向けたコストダ
ウン法の開発も成功したことで、正式な共同研究契約を締結して支援期間終了
後も共同研究開発を行うに至ったことに関して、実用化が望まれる。今後は、
ニーズ元企業の課題解決加速とともに、この研究結果、もしくはこの研究結果
のもとになる嶌越先生の基礎研究成果を、さらに広く活用して新たな社会・経済
インパクトにつなげることが期待される。

機能性ペプチド共発現法を用いた大腸菌による殺虫タンパ
ク質の大量発現技術の実現

池野慎也
九州工業大
学

大腸菌を用いた殺虫タンパク質の発現系を確立し、機能性ペプチド共発現法を
用いて殺虫タンパク質の発現量が現状よりも5倍増大することを目標として研究
開発をすすめた。そして、機能性ペプチドが殺虫タンパク質の熱耐性の向上に
寄与するのか、その可能性を調査した。研究の結果、殺虫タンパク質の発現増
大および活性の向上は目標の5倍には達することができず、微生物殺虫剤価格
の低減化ならびに効力不足の解消を実現する条件を試験期間内では見出すこ
とが出来なかった。一方、機能性ペプチドが殺虫性タンパク質の耐熱性を向上
させている可能性を示唆する結果が得られた。今後は、耐熱性を向上の企業
ニーズを満たすべく研究開発を進めていく。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に機
能性ペプチドが殺虫性タンパク質の耐熱性を向上させている可能性を示唆した
ことは評価できる。技術移転の観点からは、耐熱性により、デング熱対策だけで
はなく、マラリア対策にも用いることができるようになることに関して、実用化が
望まれる。今後は、高温で長期にわたって保存しても活性が落ちない技術革新
に取り組み、それらの成果を元に、知的財産申請を含めて技術移転を進めるこ
とが期待される。

オーダーメイド観光ツアー提案アルゴリズム：AIツアーの研
究開発

上田俊 佐賀大学

研究開始後すぐに肥前浜宿まちづくり公社と協力し、国外からインバウンド旅行
者を対象とした佐賀県鹿島市肥前浜宿地域における民泊事業者の宿泊プラン
(観光ツアー) 提案アルゴリズムの開発をスタートした。このアルゴリズム3-sided
マッチングと呼ばれるシーズ技術から拡張したものを用い、宿泊客と民泊事業
者間のマッチングだけでなく、民泊事業を補助する地域の業務補助者 (水まち
会) とのマッチングも同時に行う。実際に運用するシステムのプロトタイプが合
同会社ロケモとの協力により完成し、運用に向けた調整を肥前浜宿まちづくり公
社と実施中である。このロケモの運営する宿泊予約サイト宿泊客は楽天トラベ
ルといった複数の予約サイトと連携する予定である。今後は、このマッチングシ
ステムが他の観光地や他業種に発展していくことを期待している。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に当
初計画にはなかったTTCR-SSで3-sided マッチングを扱えるようにシーズ技術
を拡張したことは評価できる。技術移転の観点からは、実際に運用するシステ
ムのプロトタイプが完成し運用に向けた調整が進行中であることから実用化が
見込まれる。訪日外国人旅行者を中心として「地方型コト消費」への関心の高
まっているなか、今回の研究成果を搭載したサービスシステムの早期実装が期
待される。

低潮流海域で使用可能な低コスト浮沈式潮流発電システム
の開発研究

経塚雄策 長崎大学

離島の電力需要に見合う中小規模の潮流発電装置を実現するために、低流速
の潮流中で使用可能なディフューザー付きタービンおよびロープ係留による設
置・メンテナンスコストを最少化する浮沈式潮流発電システムを確立することを
目的にして研究開発を行った。ディフューザー付きタービンの最適形状を求める
ために遺伝的アルゴリズムを用いて最適ディフューザーを決定し、回流水槽に
おいて模型実験を行った結果、パワー係数の最大値としてCP=1.18を得た。これ

はほぼ従来型のタービンの約3倍の値である。また、ロープ係留の模型を製作
し、曳航水槽中において往復流中の実験を行い、想定通りの水中深度、姿勢を
取り得ることを確認した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に遺
伝的アルゴリズムを用いた設計で高いCp値を獲得できたことは評価できる。技
術移転の観点からは、低流速域での高効率発電並びに発電装置の設置やメン
テナンスの容易化の可能性が高まったことを受け、実海域での早期の検証が
望まれる。本研究は、中小型の潮流発電装置という新たな市場を開拓する可能
性を秘めており、今後の研究開発の進展が期待される。

水銀フリー無電極ランプに用いる高輝度・高耐久性量子ドッ
ト蛍光体の開発

木田徹也 熊本大学

無電極ランプとは発光管内に電極を持たない電灯であり、球切れの原因となる
電極の消耗がないため高寿命という大きな特徴がある。しかし、蛍光灯と同様
に、発光管内に封入された水銀からの光を蛍光体の励起源として利用すること
から、水銀フリー化が課題となっている。そこで本研究では、水銀代替ガスから
の紫外光によって発光できる蛍光体の開発を目指した。発光量子収率に優れ
るハロゲン鉛系ペロブスカイト量子ドットに着目し、酸化物との複合化によって
高効率で発光する蛍光体を開発した。さらに透明ポリマーとの複合化によって
耐久性を向上させた。最終的には、水銀フリー封入ガスの励起によって生じた
近紫外光により、本蛍光体からの発光を確認した。今後は、更なる高発光効率
を目指し作製条件の最適化を行い、実用レベルのランプ製造技術へと発展させ
る。

当初期待していた成果までは得られなかったが、技術移転につながる可能性は
一定程度高まった。水銀フリーガスを使用しても励起できる蛍光体を開発したと
ともに、高い発光量子効率を有することは評価できるが、当初計画の目標値ま
で到達できなかった項目もあるため、今後は、基礎研究によるデータの積み重
ねと共に、事業化へ向けた研究では、課題を明確にし、事前に十分な技術的検
討を行い目標値を設定し、研究計画を立て、研究中のフィードバックを行いなが
ら事業化への目標達成へ向けて、研究推進していくことが望まれる。

遺伝子改変マウス作出のための効率的な凍結前核期受精
卵大量作製システムの開発

中潟直己 熊本大学

ゲノム編集による遺伝子改変マウスの作出には、前核期受精卵に遺伝子を導
入することにより行われているが、遺伝子を導入する毎に受精卵を作製しなけ
ればならない。従って、最近では、融解後、直ちに遺伝子導入ができる凍結受
精卵が盛んに用いられている。私たちが系統化したマウス
（C57BL/6NSeacCard）を用い、様々な生殖工学技術を駆使することで、低コスト
で効率的な凍結前核期受精卵の大量作製システムを開発した。本検討におけ
る結果、最適な過排卵開始日で1匹あたり最大69個の前核期受精卵が得られ、
この凍結受精卵を使用してゲノム編集マウスを作製したところ、92個の卵より8
匹のマウスが誕生し、7匹が変異を有した。その作製効率は87.5％であった。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に本
方法によって作製した凍結前核期受精卵を用いて、高率に遺伝子変異動物の
作製が可能となったことは評価できる。技術移転の観点からは、低コストで効率
的な凍結前核期受精卵の大量作製システムが開発できたことに関して、実用化
が期待される。今後も、ニーズ元企業と良好な研究協力体制を維持し、動物資
源開発研究の更なる発展、推進が期待される。

極性反転変調分光法に基づく革新的偏光解析法の構築 原田拓典 大分大学

光学異方性（OA）試料の煩雑な偏光解析を改善しキラリティ分光計（CCS）の価
値を高めるため、user-friendlyな偏光解析の構築を目的とした。課題解決のた
め、極性反転変調(RPM)に基づく偏光解析をベースとした次世代型RPM-CCS
の構築を試みた。以下3つのステップで研究を進めた。（１）Stokes-Mueller 行列
解析よりRPMの基礎概念を構築、（２）理論解析に基づき位相制御機能付き
CCSの構築　（３）開発機を用い、OA試料の偏光解析を検証。理論による基準
変調とRPMスペクトルの減算のみでは、artifact成分を十分に取り除くことができ
ず、真のキラリティ計測の妥当性が得られなかった。そこで偏光解析法を再構
築し、改良版RPM法を考案した。今後は、改良版偏光解析について検証を行う
予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に極
性反転変調(RPM)の基礎概念の構築、および位相制御機能付きキラリティ分光
計（CCS）を構築したことは評価できる。技術移転の観点からは、既に構想がで
きている改良型RPM法の実証検証と偏光解析技術の実用化に向けた取り組み
を行うことに関して、実用化が望まれる。今後は、計画の一部未達ながら、達成
に向けた課題を明確にし、企業も期待しており、科研費の研究結果を含めて知
財化することが期待される。

抗酸化作用を持つレスベラトロール誘導体の機能検証 樋口明弘 大分大学

社会の高齢化が進み、健康寿命の延伸は社会的課題となっている。生体内酸
化ストレスの上昇は、多くの疾患の増悪、発症に関与し、老化の要因でもあるた
め、その制御は健康寿命の延伸につながる。市販の抗酸化サプリメントは生体
外では抗酸化作用を示すが、生体内における有効性は低く、生体内で効果を示
す抗酸化化合物の開発が求められている。本研究では、研究代表者らによって
開発された抗酸化剤であるジメチルレスベラトロール(DR)の、生体内での有効
性を評価した。動物実験により、DRの生体内での抗酸化剤としての有効性が明
らかになり、また、安全性も確認され、研究目標は達成された。今回の結果を元
に、さらに公的資金の獲得を図って研究を推進し、ニーズ元企業と協力の上、
DRの開発、産業化を目指す。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に動
物実験により、ジメチルレスベラトロール(DR)の生体内での抗酸化剤としての有
効性、安全性を確認できたことは評価できる。
技術移転の観点からは、今回の結果をもとにニーズ元企業と協力の上、DRの
開発、産業化を目指すことに関して、実用化が望まれる。今後は、今年中に知
財出願を終えること、そして社会の高齢化による健康寿命の延伸およびQOL向
上への貢献が期待される。

引火点が高く金属の抽出分離プロセスに適したエーテル化
合物の開発

大島達也 宮崎大学

本課題では、「引火点が高い」「水への溶解度が低い」を備えつつ、「抽出剤がよ
く溶ける」または「金の抽出能力がある」を備える有機化合物を検討した。金の
抽出剤として各種のエーテル化合物を比較検討した結果、芳香族エーテルであ
る1,2-ジメトキシベンゼンが、引火点が高く金の抽出能力も高かった。しかしこの
化合物は水への溶解度が既存の抽出剤より高かった。その後、さらに対象を広
げて検討した結果、当初計画には無かったエーテル以外の化合物で、目的の
要件を全て満たす、化合物を見出した（近日特許出願予定）。他方、溶媒開発で
は、難溶性のカリックスアレーン誘導体の溶剤として、芳香族エーテルが有用で
あることを見出した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に
「引火点が高い」「水への溶解度が低い」を備えつつ、「抽出剤がよく溶ける」ま
たは「金の抽出能力がある」を備えた有機化合物を見出したことは評価できる。
技術移転の観点からは、現存する溶媒和型の金抽出剤として最高水準にある
とみられることに関して、実用化が望まれる。廃棄物からの金の回収効率の改
善は経済的にも社会的にも重要と考えられ、それに貢献しうる成果と考えられ
るため、早急に新たなパートナーとなる企業と出会い、実用化して社会への貢
献が期待される。

フッ素に代わる安全性が高く、取り扱いが簡便な歯面コー
ティング材の開発

金子芳郎 鹿児島大学

当初の計画であるホスホン酸基・メルカプト基・ビニル基を側鎖にもつはしご状
PSQ （PSQ-PMV）による歯面コーティング材は、流水中での歯ブラシによるブ
ラッシングでほとんど剥がれ、現時点では企業ニーズを解決する材料とはなら
なかった。しかし、比較化合物であるはしご状PSQは、十分な成膜性を有し、流
水中歯ブラシでの3000往復ブラッシングにおいても、薄膜が歯面に残存した。こ
の材料に関しては企業ニーズを解決できる素材であると考えている。　歯科材
料の評価は時間がかかるため、本事業期間内での特許出願はできなかった
が、臨床試験の結果が出次第、特許出願の準備を行い、その後株式会社アパ
タイトのもつネットワークを利用して、日本国内および海外の歯科医院・クリニッ
クへの販売を検討していく予定である。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に歯
面への耐耗性が3倍以上向上し、日常生活に耐えうるだけの性能を有している
コーティング剤を見いだしたことは評価できる。技術移転の観点からは、企業に
よる臨床試験が計画され、その後具体的な販売計画の目途が立てられている
ことに関して、進捗に注目したい。今後は、企業との良好な関係を維持し、さらな
る産学連携共同研究体制が維持拡大されていくことが期待される。
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極めて高い安定性と特異性を有する抗硫酸化糖鎖一本鎖
抗体の開発

隅田泰生 鹿児島大学

scFvの収量の向上については、1g/L(大腸菌培養液)の目標を達成した。しか
し、単に収量を高めても、大腸菌内で封入体に取り込まれてしまうため可溶化
が必要であり、再現性・効率性に問題があった。そこで、新たに高効率で可溶性
蛋白質として発現する系を構築した。scFvの安定性の向上については、保存後
もほぼ100％活性を保持しているscFvを、すでに10以上得た。さらにインフォマ
ティックスに基づいてアミノ酸を置換することにより、より安定なscFvが得られ、
目標は完全に達成した。構造特異性の向上に関しては、1～2種の硫酸化糖鎖
にのみ結合する特異性の高いscFvを得たが、大量培養に用いた大腸菌を換え
たところ再現性が得られず、さらに検討中である。scFvの調製効率の向上に関
しては、可溶性蛋白質として得られなかったscFvの遺伝子配列から蛋白質の発
現予測が可能であることを示唆するデータが得られ、研究を継続し目標を達成
する。

当初計画していた目標まで到達できなかったが、概ね期待通りの成果が得ら
れ、技術移転につながる可能性は一定程度高まった。中でも収量の向上につ
いて系を構築し、安定性の向上も達成できたことは評価できる。技術移転の観
点からは、癌のマーカーや癌治療にも直結し、経済的・社会的波及効果は大き
いと考えられるので実用化が望まれる。今後は、新たな連携企業とのマッチン
グも模索しながら、更なるデータの積み重ねや安定した成果を目指し、極めて
高い硫酸化糖鎖構造に対する特異性と安定性を有する抗体の実現と臨床試験
への到達を目指すことが期待される。

化学修飾フリー金表面改質技術の配線プロセスへの導入
検証；酸化金生成と保存に関する新技術の開発

肥後盛秀 鹿児島大学

酸素グロー放電により疎水性の金表面に親水性の酸化金が生成するが、この
酸化金は空気中では不安定であり、数日で分解するために有効に利用すること
ができない。本研究課題において、高分解能Ｘ線光電子分光法(XPS)を用いた
状態分析により、水と紫外線がその分解を促進していることを確認し、これを除
去することにより、酸化金の長期保存を可能にした。酸化金の簡便な保存方法
として、暗所中の無水ドデカン浸漬により84日間の保存を実証し、新たな保存技
術として完成させた。また溶液中での酸化金の利用を想定して、各種溶媒や水
溶液中での安定性や反応性に関する新たな知見も得ることができ、電気電子産
業を始めとして貴金属材料やこれを用いるセンサーなどの分野における新たな
技術としての今後の活用を目指している。

概ね期待していた成果は得られ、技術移転につながる可能性は一定程度高
まった。「親水性表面を持つ酸化金の長期的保持やコントロール」の基礎データ
を得られたことは評価できる。新たに企業と共同研究が結ばれたことにより、事
業化に向けた具体的課題設定と研究がこれから進められ、技術的検討やデー
タの積み上げなどが行われていくと思われる。今後は、基礎研究領域とは別
に、事業化へ向けた応用研究について具体的に企業のニーズに基づき、目標
を設定した研究が推進されていくことが望まれる。

島しょトリジェネレーションシステムを実現するための乾式
バイオマス発酵特性評価装置の開発

山城光
沖縄工業高
等専門学校

廃熱を利用して熱と電気の同時供給を行うコージェネレーションシステムは、温
室効果ガスの排出削減に大きく寄与する技術として注目されており、大型の燃
焼設備等において普及している。しかし、一般廃棄物処理量100ton/day以下の

中規模燃焼設備や分散配置式の小型焼却炉（焼炉面積1m
2
程度）では、熱の安

定確保と経済性の維持が困難視され、これまで積極的な開発事例は少ない。
一方、温水需要が低い気候温暖な島嶼域においては、数キロワット程度であっ
ても、廃熱利用によるパワーシステムの実現や小規模熱源の付加価値を望む
声は少なくない。そこで本研究では、小規模熱電供給（マイクロコジェネ）の実用
化の可能性を工学的視点で探究するとともに、小・中規模の廃熱源を有機肥料
製造プロセスすなわちバイオマス発酵に利用することを検討した。

概ね期待通りの成果が得られ、技術移転につながる可能性が高まった。特に二
酸化炭素の排出削減に関しては当初の目標を大きく上回る成果を達成したこと
は評価できる。技術移転の観点からは、ニーズ元企業との間の共同研究契約
を含め複数の企業や自治体との共同研究が既に実施中であり、実用化が期待
できる。今後は、バイオ原料を使ったエネルギー変換の取組で遅れている日本
にあって、企業・自治体との連携による成功のモデルケースとなることが期待さ
れる。
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